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例   言

1 本報告書は,高松市東部運動公園整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第7冊 で,高松市高松町に所在

する奥の坊遺跡Ⅷ・X・ X・ XI区 (お くのぼういせきⅧ・Ⅸ oX・ �く)の報告を収録 した。

2 発掘調査地ならびに調査期間は次のとお りである。

調 査 地 :高松市高松町奥ノ坊

発掘調査 :Ⅷ 区  平成12年 10月 2日 ～12月 28日

Ⅸ区  平成12年 10月 5日 ～平成13年 1月 12日

X区   平成13年 8月 27日 ～平成14年 1月 18日

�区  平成14年 4月 2日 ～7月 5日

整理作業 :平成20年 1月 4日 ～平成20年 12月 26日

3 発掘調査から整理作業及び報告書編集まで高松市教育委員会教育部文化財課 (平成19年度までは文化部

文化振興課)文化財専門員大嶋和則が担当した。

4 発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関からご教示を得た。記し

て厚 く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)

香川県教育委員会,古高松土地改良区,地元自治会,地元水利組合

5 発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚 く謝意を表すものである。

(敬称略)

大野宏和・サ|1部 浩司。信吉純恵・増田ゆず・山内康郎 (当時徳島支理大学大学院),水田貴士・林田真典 (当

時徳島文理大学),末光甲正 (当時III岐文化遺産研究会)

6 本調査に関連して,以下の業務を業務委託発注により実施した。

航空写真測量   国際航業い (X区 ),ア ジア航測棚 (� 区)

航空写真撮影   アジア航測14tl(Ⅷ 区・X区 )

遺物写真撮影   西大寺フォト

7 挿図として,国土地理院発行1/25,000地形図「高松北部」「高松南部」「五剣山」「志度」を一部改変し

て使用 した。

8 本報告の高度値はT.P.を基準とし,方位は国土座標第Ⅳ系 (日 本測地系)の北を示す。

9 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

SD:溝  SH:竪 穴住居跡  SK:土 坑  SP:柱 穴  NR:自 然河道

10 調査は複数年度・複数調査区・複数遺構面になることが予想されたため,遺構番号は調査区番号,遺
構面番号,遺構番号 (3桁 )の順に5桁ないし6桁の数字としている。 (例 :Ⅸ 区・第1遺構面・土抗001=

SK91001)た だし本書平面図では遺構番号 (3桁)のみで省略している部分もある。

11 本書で使用 した図版の縮尺は注記の無い場合は次のとおりである。

遺構 :1/40  土器 :1/4  石器・金属製品 :1/2

12 発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 事業全体 の経緯 と経過

高松市では全市的なレベルでまとまった総合的なスポーツレクリエーション活動拠点として高松市東部逼

動公園 (当 時仮称)の整備が計画され,平成5年 度には基本構想・基本計画が策定された。運動公園整備予

定地となったのは高松市東部の丘陵地帯,高松町の字奥ノ坊・大空 。金川測地区で,総事業面積は47.2haに

及ぶ広大なものである。整備予定地には香川県の弥生後期を代表する大空遺跡をはじめ,奥ノ坊古墳及びス

ベリ古墳の存在が知られてお り, この他にも未周知の埋蔵文化財が所在する可能性は高いと考えられた。こ

のため工事に先立ち整備予定地内に所在する埋蔵文化財の取 り扱いについて都市開発部 (当時)公園緑地課

と協議を行い,事前に試掘調査を実施 し,埋蔵文化財の包蔵状況を明らかにすることで合意した。

高松市教育委員会では,平成7年 度から用地買収の完了した土地について試掘調査を実施 した。平成7年

度には大空古墳,金川測古墳,奥ノ坊2号墳 (その後の本調査で3。 4号墳 も発見)を発見した。これを受け,

再度都市開発部公園緑地課と埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行い,工事の前に記録保存を行うことで

合意した。試掘調査はその後も継続して行い,平成9年度までに整備予定地内に203箇所の トレンチを掘削し

た。これにより,周知の埋蔵文化財包蔵地であった大空遺跡,奥ノ坊古墳,ス ベリ古墳の3遺跡については,

既に消滅してお り事前の保護措置の必要がないことが判明した。一方,新たに奥の坊権現前遺跡,奥の坊遺

跡,奥の坊奥池西遺跡,大空北遺跡の4集落遺跡が発見された。新たに発見された遺跡の総面積は約30,000

∬である。これらの遺跡についても順次,都市開発部公園緑地課と協議を行い,工事前に記録保存を行うこ

とで合意した。

一方,運動公園整備工事は平成9年度から洪水調整池の工事を行い,平成12年度後半から全体の造成工事

を行うことが予定されていた。このため洪水調整池部分の発掘調査を早期に着手し,平成12年度前半までに

全調査を終えることとした。調査対象地は遺跡総面積30,000∬ のうち現道及び現水路を除く約26,910だ とし

た。その後,工事計画が変更になり,平成14年度後半から全体造成工事が開始されることになり,発掘調査

についても平成14年度前半まで期間を延長することとなった。このため,当初は掘削深度が深 く,調査面積

も広大で,調査期間も短いことから,掘削業務を委託発注して調査を実施していたが,平成11年度より比較

的掘削深度の浅い部分については直営で調査を行った。また,平成15年 1月 には運動公園整備工事に使用す

る粘土を近傍の新田町久米池から採取することとなり,同地に所在する久米池遺跡についても工事に合わせ

て調査を実施 した。

表 1 東部運動公園整備事業に伴 う発掘調査経過

番号 遺跡名 調査区 調査期間 調査面積 (ご ) 調査方法 報告書

試掘調査 全域 1995.8.4～ 1997.10.8 2,997 直営

I(1999.3干 1)① 大空古墳 全域 1996.2.14～ 1996.2.23 150 直営

② 金川測古墳 全域 1996.2.23～ 1996.3.8 300 直営

③ 奥の坊権現前遺跡 I～ Ⅲ 1997.2,10～ 1997.3.24 1,560 委託
Ⅱ(2004.3干J)

④ 奥の坊権現前遺跡 Ⅳ～Ⅵ 1997.10,7～ 1998.3.13 5,200 委託

⑤ 奥の坊遺跡
I・ Ⅱ

1998.9。 14～ 1999。 2.19 4,900 委託
V(2006.12干 1)

Ⅲ・Ⅳ 未刊

⑥ 大空北遺跡 全域 1999.4.16～ 1999.6.4 2,200 直営 Ⅲ(2004.12干 J)

⑦ 奥の坊遺跡 V 1999.5.28～ 1999,7.13 700 直営 Ⅵ (2007.12干 J)

③ 奥の坊遺跡 Ⅵ・Ⅷ 1999.11.10～ 2000,3.3 2,300 委託 未刊

⑨ 奥の坊奥池西遺跡 全域 2000.4,17～ 2000.7.25 3,600 直営 Ⅲ (2004.12干 1)

⑩ 奥の坊遺跡 Ⅷ 2000。 10,2～ 2000.
９

留 28 800 直営 本書

① 奥の坊遺跡 Ⅸ 2000.10.5～ 2001.1.12 1,180 委託 本書

② 奥ノ坊古墳群 (淑1量 ) 全域 2001.6.5～ 2001.6.27 直営 Ⅳ (2006.3干1)

⑬ 奥の坊遺跡 X 2001.8.27～ 2002.1 18 1,320 委託 本書

⑭ 奥ノ坊古墳群 全域 2001,9.4～ 2001.11.28 1,020 直営 Ⅳ (2006.3干1)

⑮ 奥の坊遺跡 XI 2002.4.2～ 2002.7.5 1,180 直営 本書

久米池遺跡 全域 2003.1.8～ 2003.1.21 200 立 会 Ⅳ (2006.3干1)
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第 1図 高松市東部運動公園整備事業発掘調査地 (S=1/2,500)

第 2節 奥 の坊 遺跡 の発掘調査 の経緯 と経過

運動公園予定地内では,平成7年 度から用地買収の進捗状況に応 じて試掘調査を実施 した。奥の坊遺跡は

平成8年度の試掘調査によりその所在が明らかになったもので,遺跡は事業地の南緩斜面一体に広が りを見

せ,その面積は約12,000∬ にのぼることが半J明 した。

遺跡の南西部が洪水調整池工事予定地内に含まれ,平成11年度工事着手予定であったことから,平成10年

度末までの発掘調査が望まれた。また,運動公園全体の造成が平成12年度下半期に予定されていたことから,

その他の部分についても早期の調査が望まれた。都市開発部公園緑地課と協議を行った結果,遺跡の南西部

を平成10年度,北東部を平成11年度で調査を実施することで合意した。しかしながら,平成9年度において,

一部事業計画の変更があり,洪水調整池は平成12年度,造成は平成14年度下半期着手となることが決定した

ことから,平成10年度から5カ 年をかけて発掘調査を実施することとなった。また,調査費用軽減のため一

部直営方式により調査を実施した。

本報告書で掲載 した調査区は,Ⅷ ・Ⅸ・X・ �区であるが,Ⅷ・�区については直営で,Ⅸ oX区 につ

いては委託による調査である。なお,調査面積及び調査期間はⅧ区が300∬で平成12年 10月 2日 ～12月 28日 ,

Ⅸ区が1,180ゴ で平成12年 10月 5日 ～平成13年 1月 12日 ,X区が1,320∬ で平成13年 8月 27日 ～平成14年 1月 18日 ,

�区が1,180∬ で平成14年 4月 2日 ～7月 5日 である。
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第 2図 調査区位置図
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第 3節 整理作業の経過

東部運動公園整備に伴う発掘調査は平成14年度まで行われた。このため,各調査年度の翌年度に土器洗浄

や接合等の基礎整理を行うのみで,本格的な整理作業は全調査終了後の平成14年度後半から実施した。

奥の坊遺跡Ⅷ～�区の整理作業は,平成13・ 14年度において基礎整理を実施し,本格的な整理作業は平成

20年 1月 から12月 において実施した。以下に工程表を掲載する。

表2 奥の坊遺跡Ⅷ～�区整理作業工程表

平成13・ 14年度
平成19年度 平成20年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基 礎 整 理

実 浪J

ト レ ー ス

レ イ ア ウ ト

報 告 書 編 集
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理 的環境

高松市は香川県のほぼ中央に位置し,瀬戸内海に面している。高松市域の大部分は高松平野によって占め

られている。平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,侵食の容易な花筒岩層 (三豊

層群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われていたことによって侵食開析から取 り残されて形成された

メサまたはビュー トと呼ばれるもので,讃岐の象徴的な田園風景の象徴となっている。

高松平野は四国北東部に東西に連なる讃岐山B7FRに端を発する中小河川により形成された沖積地である。高

松平野には,西から本津川,香東川,春 日川,新川といった河川が瀬戸内海に向けて北流している。本調査

区の位置する古高松 (高松町。新田町・春日町)地区は, この中の春日川,新川にほど近い地域である。春日・

新川の両1可川は水量に乏しく,平野中央部を流れる香東川のように大規模な扇状地は形成していない。また,

古高松地区の北部は,江戸時代初期の干拓により陸地化されたものであり,寛永10年 (1633)の 『讃岐国絵

図』によると,その頃の海岸線はかなり内陸に入 り込んでお り,古高松地区の北に位置する屋島は島として

描かれている。北を屋島に面した海岸 (旧地形による),東を立石山山塊,南 を久米山丘陵,西を春日川に

よって限られた高松平野北東部の一角は,古代。中世を通じて「高松」 (讃岐国山田郡高松郷)と 呼ばれたが ,

天正16年 (1588)の生駒親正による高松城築造以後は,城下町の高松に対して「古高松」と呼称されてきた。

江戸時代以前の古高松の地形が推定可能な史料として香西成資が古老の話を元に享保4年 (1719)に編纂し

た『南海通記』がある。その中に天正10年 (1582)頃の地形として「…春日ノ里二至ル,此所ハ屋島山,石
清尾山両受ノ間,入海ニテ山田郡小山ノ下マデ潮サシ来ル,遠千潟ナ春日里 卜木太郷ノ間,海ノ中道アツテ

通用ス。…」との記述がある。ここでいう小山とは,現在の高松市新田町小山にあたると考えられ, この小

山近辺まで海岸線あるいは河口が湾状に入 り込んでいたと想定できる。

東部運動公園整備に伴う埋蔵文化財発掘調査事業として発掘調査が行われた「奥ノ坊」は高松町の北東端

にあたり,地形的には旧高松市と旧牟礼町 (現高松市牟ネし町)に またがる標高100～200mの 山塊の,西側低

丘陵地の尾根及び谷部に位置する地域である。現在はかなり内陸的な様相を示すが,上記の推定海岸線から

考えると海岸から1～ 1.5kmと 非常に近かったと推測される。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,昭和60年代以降,高松東道路建設,太田第2土地区画整理事業,高松空港跡地再開発など

の大規模プロジェクトに伴い発掘調査件数が増大したことによって遺跡数は飛躍的に増大し,高松平野の形

成過程や集落の様相が次第に明らかになってきている。今回の発掘調査事業地は高松平野の東部にあたり,

平野北西部に位置する石清尾山塊とともに遺跡の多い地帯として早 くから認識されてきた地域である。

当事業地周辺の遺跡の大部分は弥生時代から古墳時代にかけてのものであるが,旧石器・縄文時代の遺物・

遺構も若千知られている。旧石器時代については,本格的な遺構は知られていないが,久米池南遺跡 (東山

崎町)においてナイフ型石器が出上している。縄文時代については,小山 。南谷遺跡において落とし穴状の

上坑が14基検出されているほか,旧 1可道中から縄文土器が出上している。当事業地においても奥の坊奥池西

遺跡において落とし穴と考えられる遺構が検出され,縄文土器が出上しており,小山 。南谷遺跡との関連が

注目される。一方,平野中央部の発掘調査においては旧河道からの晩期の土器の出土例は多い。なお,井手

東 I遺跡において地表面下約70cmか らアカホヤの堆積層が確認されていることが特筆される。

弥生時代前期の遺跡としては,平野中央部では二重の環濠が検出された汲仏遣跡等が知られているが,平
野東部では現在のところ発見されていない。中期前半では当事業で確認された奥の坊遺跡は,南向きの緩斜

面に営まれた集落で,多量の上器・石器のほか分銅形土製品や擬朝鮮系無文土器等も伴出している。また,

丘陵部を東に越えた羽間遺跡では細形銅剣が出上している。中期後半では久米山東側丘陵上に立地する高地

性集落の久米池南遺跡がある。後期前半では,香川県の弥生時代後期前半の標式土器が出土したことで知ら

れる大空遺跡が当事業地内に所在 した。また,当事業地内の奥の坊権現前遺跡をはじめ,ス ベリ山南遺跡,

南谷遺跡,小山・南谷遺跡がある。いずれの遺跡においても製塩土器が多量に出土することが知 られている。

後期後半では当事業地西方の小平野にある原中村遺跡があげられる。同遺跡は,漆を採取していたと考えら

れる資料が確認されている。

古墳時代の集落遺跡は周辺では確認されておらず,平野中央部においてもあまり知られていない。しかし
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ながら,古墳は多 く築造されている。高松平野では積石塚として有名な石清尾山古墳群があるが,当遺跡の

所在する平野東部では盛土古墳 しか見られない。その中では諏訪神社古墳が古式の古墳である。また,前期

の高松市茶臼山古墳は全長60mの 前方後円墳で,後円部には竪穴式石室が2箇所設けられており,第 1主体か

らは鍬形石2点,画文帯神獣鏡1点 などが出土 している。中期では屋島の北端に所在する長崎鼻古墳におい

て,阿蘇溶結凝灰岩製の石棺が出土している。後期では複室構造の小山古墳,天丼石が巨大なと石の石材で

構築された山下古墳,T字型の石室をもつ瀧本神社古墳等特異な古墳が多い。中でも香川県で唯一石棚を持

ち,畿内型の亀甲型陶構を埋葬主体とし,承盤付銅鋭を副葬する久本古墳の存在は特筆できる。この他,小
規模な長尾古墳群,岡山古墳群,岡山小古墳群,漆谷古墳群,平尾古墳群といった群集墳 も見られる。当事

業地においても,奥ノ坊古墳群,大空古墳,金川渕古墳の調査が実施されているが,いずれも損壊が著 しく,

詳細は不明である。

古代の遺跡では,『 日本書紀』にも記載されている古代山城屋嶋城の存在が知られている。近年の調査で

城門遺構や石垣が検出された。また新田本村遺跡と小山・南谷遺跡では高松平野の条里地割に先行し,方向

の異なる条里地割が発見されている。この先行条里地割が当事業地内の奥の坊権現前遺跡及び奥の坊遺跡に

おいても確認されている。古代寺院としては山下廃寺がある。古式の瓦が採集されているが,発掘調査は行

われていないので詳細は不明である。また屋島北嶺の千間堂において10～ 11世紀と考えられる礎石建物跡及

び集石遺構が検出されてお り,屋島寺の前身遺構と考えられている。

中世に入ると高松平野でも武士の台頭が目立つ。中央政権との関わりも深 く,数多 くの戦いが行われてい

る。まず,源氏と平氏が屋島で戦い,那須与―や佐藤継信の戦いぶりが『平家物語』に記述され,今日まで

伝えられている。南北朝期には同じ筆記物『太平記』では,讃岐の守護となった高松 (舟木)頼重が喜岡城

を本拠としたが,足利方の将細川定禅の攻撃により落城した。その後喜岡城は秀吉の四国平定時にも落城し

ている。

中世の遺跡としては,中世末～近世初頭にかけての溝で区画された屋敷が検出された川南 。西遺跡があげ

られる。当事業地内では中世の遺物は出土するものの,遺構 としては奥の坊奥池西遺跡において溝が検出さ

れた程度である。

近世の遺跡としては,近年高松城周辺で数多 くの調査が実施されてお り,武家屋敷等が検出されている。

平野東部では,東山崎・水田遺跡や川南 。東遺跡等において,当時の農村遺構が確認されている。当事業地

内では奥の坊遺跡において一部近世の屋敦地を検出しているにすぎない。
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第3図 周辺遺跡分布図 (S=1/25,000)

1奥の坊権現前遺跡

6奥ノ坊2～4号墳

11大空南遺跡

16長尾2号墳

21小山古墳

26岡山古墳群

2奥の坊遺跡

7金川渕古墳

12屋嶋城跡

17長尾 3号墳

22山下古墳

27漆谷古墳群

3大空北遺跡

8大空古墳

13喜岡城 (高松城)跡

18南谷遺跡

23山下廃寺

28久米池遺跡

4奥の坊奥池西遺跡

9スベリ古墳 (消滅)

14羽間遺跡

19小山・南谷遺跡

24久本古墳

5奥ノ坊1号墳 (消滅)

10大空古墳 (消滅)

15長尾1号墳

20新田本村遺跡

25岡山小古墳群
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第 3章 調査の成果

第 1節  Ⅷ 区の調査

(1)調査地の概要と基本層序 (第 4・ 5図 )

Ⅷ区は奥の坊遺跡の北端部に位置する。現地表面は果樹園の造成により緩斜面となってお り,標高は約49
～51mであるが,原地形は南向きの斜面であったと推定できる。調査に際しては,調査区の西壁において土

層観察を行い,第5図 に掲載した。層序は大 きく4層 に分類できる。第1～ 11層 は花筒土を主体 とする現代の

造成土であ り,斜面を平坦面にするため南ほど厚 くなってお り,南端では1.6mを測る。その下部には,砂
混粘質土の第12～ 17層が所在 してお り,旧耕作土と考えられる。その下部には層厚40～60cmで 第18層 の黒

褐色砂混粘質土の堆積が認められる。第18層 は少量ながら弥生土器を包含 しており,Ⅷ区の斜面下部に位置

する I～Ⅶ区で検出した遺物包含層と同じ層序と考えられる。遺物包含層の直下で第19層 のにぶい黄橙色の

細砂層となってお り,地山と考えられる。地山は近世以降の耕作により,階段状になっている部分もあるが ,

北東から南西にかけてやや急に下ってお り,標高50.5～46.8mで ある。

遺構面は地山上面の1面のみ検出した。土坑3基,溝 1条, ピット多数を検出した。遺構面の時期は出土遺

物から概ね弥生時代中期前半であり,遺構面が斜面であることや近世以降の耕作により階段状に削平を受け
たためか,遺構は希薄である。

写
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(例 )SK81001→ SKl
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第4図 Ⅷ区遺構平面図 (S=1/200)
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第 6図 Ⅶ区検出遺構平・断面図
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(2)遺構

SK81001(第 6図 )

調査区の北部で検出した土坑である。平面形

態はややいびつな隅丸方形を呈 し,長辺1.15m,

短辺1.08m,深さ14cmを 波1る 。断面形態はレン

ズ状を呈し,埋土は明褐色砂混粘質土の単層で

ある。弥生土器の小片が出土しており,弥生時

代中期前半の遺構 と考えられる。

SK81002(第 6図 )

調査区南部で検出した土坑である。近世以降

の耕作により削平 されているが,平面形態は

楕円形を呈すると考えられ,長径1.76m,短径

■46m,深さ48cmを測る。断面形態は逆台形を

呈し,埋土は褐色砂混粘質土の単層である。弥

生土器の小片が出上しており,弥生時代中期前

半の遺構と考えられる。

SK81003(第 6。 7図 )

調査区南端で検出した土坑である。南半が調

査区外に延びるが,平面形態は楕円形を呈する

と考えられ,長辺1.35m,短辺95cm以上,深さ

32cmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土

は褐色砂混粘質上の単層である。

0               10cm

第7図 SK81003出土遺物実測図

出土遺物は第7図 に掲載した。1～8はすべて弥生土器の底部である。1の底面には焼成前の穿孔が見られる。

出土遺物から,弥生時代中期前半の遺構 と考えられる。

SD81001(第 6図 )

調査区の中央部で検出した溝である。幅85cm,長 さ6.72m,深 さ12cmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し,

埋土は褐色砂混粘質上の単層である。弥生土器の小片が出土しており,弥生時代中期前半の遺構と考えられ

る。

第 2節  Ⅸ区の調査

(1)調査地の概要と基本層序 (第 8～ 10図 )

Ⅸ区は奥の坊遺跡の集落域の中心部である I～Ⅷ区とは舌状に廷びる尾根を挟んで東側に位置する。現地

表面は水田の造成により階段状の平坦地となってお り,標高は約42～ 43mで あるが,原地形は北東部に所在

する婆ヶ谷池を基点とし,南西方向に下る谷状地形であったと推定できる。調査に際しては,調査区の南壁

において土層観祭を行い,第 9。 10図 に掲載した。層序は大きく4層 に分類できる。第1～ 10層 は現代の造成

上で,厚い所では80cmの堆積が認められる。その下部には,層厚10～ 15cmの灰黄褐および褐灰色砂混粘質

上の第17・ 18層が所在しており,旧耕作土と考えられる。その下部は谷の埋没過程の堆積となっており,第
19層 の灰白色砂混粘質土層はその最終埋没層であり,その下部で明瞭な落ち込みが認められ,遺物を含む20

～41層 を旧河道として取 り扱った。なお,42層以下については,若千の遺物は含むが地山として取 り扱った。

遺構面は旧河道の19層の上面と下面の2面認められたが,上面遺構については近世以降の遺構面と考えら

れたため,下面においてのみ検出を行った。土坑17基 ,溝 9条 , ピット多数を検出した。遺構面の時期は出

土遺物から4RIね弥生時代中期前半～古代であり,一部上面からの掘 り込みを捉えたため,近世以降の遺構も

所在する。遺構面が斜面であることや近世以降の耕作により階段状に削平を受けたためか,遺構は希薄であ

るが,南西端は集落の中心部に近いことから遺構密度は高い。
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※遺構番号省略

(例 )SK91001→ SKl

第 8図 区区遺構平面図 (S=1/300)
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1    7.5YR2/1

2    2 5Y5/1

3    2 5Y6/1

4    10YR4/1

5    10YR6/3

6    1 0YR7/6

7    2 5Y5/1

8    7 5Y5/2

9    7.5Y6/1

10   10YR7/3

11   10YR5/2

12   7.5Y4/1

13   5G3/1

14   502/1

15   50Y6/1

16   2.5Y4/3

17   10YR5/2

18   10VR5/1

19   7.5Y7/1

黒   砂混粘質土

黄灰  砂質ンルト

黄灰  粘質ンルト

褐灰  砂混粘質土

にぷい黄橙 細砂～粗砂

明黄褐  花高土

黄灰  粘質シルト

灰褐  細砂～粗砂

掲灰  砂混粘買土

にぶい賞橙 砂混粘買土

灰黄褐 砂混粘質土

灰   砂混粘土

暗緑灰  砂混粘土

緑黒  砂混粘土

オリーブ灰 砂混粘買土

オリーブ褐 砂混粘買土

灰黄褐 砂混粘買土

褐灰  砂混粘買土

灰白  砂混粘質土

20   10YR3/1

21   7.5Y5/1

22   7.5Y8/2

23   1 0YR4/1

24   10Y4/1

25   10YR4/2

26   5Y6/1

27   7.5YR4/1

28   10YR3/2

29   7 5YR4/2

30   5B04/1

31   10YR4/2

32   2 5Y6/1

33   10YR3/2

34   10YR2/1

35   1 0YR4/1

36   5Y6/1

37  7 5YR4/3

38   7 5YR5/1

Π音青灰 砂混粘土

灰白  粗砂

青灰  砂混粘土

淡黄  細砂

掲灰  細砂～粗砂

黒褐  砂混粘質土

褐灰  砂混粘質土

黄灰  細砂

灰黄褐 細砂

灰黄  細砂

にぷtヽ鵡  細砂

灰   細砂

灰黄掲  細砂

掲灰  砂混粘買土

褐灰  砂混粘質土

掲灰  細砂～粗砂

淡黄橙  ンルト～粘土

褐灰  砂混粘質±   39

灰   シルト買粘±  40

灰白  細砂～粗砂   41

褐灰  砂混粘買±   42

灰   砂混粘±    43

灰黄掲 砂混粘買±   44

灰   細砂     45

掲灰  砂混粘±    46

黒掲  シルト～粘±  47

灰褐  砂混粘質±   48

晴青灰 砂混粘±    49

灰黄掲 砂混粘質±   50

黄灰  粗砂     51

黒褐  砂混粘±    52

黒   砂混粘質±   53

褐灰  砂混粘質±   54

灰   細砂～粗砂   55

褐   粗砂(硬買)

掲灰  細砂

10BG4/1

2 5G8/1

5B3/1

5Y7/3

10YR4/1

10YR3/1

19YR4/1

2.5Y6/1

10YR5/2

2.5Y6/2

10YR7/2

5Y6/1

10YR6/2

10YR4/17

10YR5/1

10YR4/1

10YR3/3

第 9,10図土層土色一覧

(2)包含層出土遺物 (第 11・ 12図 )

機械掘削及び遺構面精査時出土遺物を包含層出土遺物として,第 11図 に掲載した。9は弥生土器の広口壺

である。外面タテハケ,内面ヨコハケで,口縁端部は3条 の凹線上に波状文が施されている。10は弥生土器

の奏である。11～ 14は弥生土器の底部で,11の底面には木葉圧痕が見られる。15～25は 弥生土器の製塩土器

底部である。26は土師器の皿である。Sl・ S21よ 石鏃である。S3は袂 り状の加工が見られる剥片である。S4・

S5は削器である。S5は石庖丁である。

また,本調査区の試掘調査では,第 12図 の弥生土器の大型広口壷が出上 した。壺に伴う遺構は存在 しな

かったが,緩斜面部に口縁部を上方に向けた状態で出上している。口縁部は欠損しているが頸部以下はほぼ

完形であり,土器棺の可能性が考えられる。

(3)遺構

NR91001(第 8～ 10,13～ 20図 )

調査区東半で検出した北から南へ流れる自然河川である。川幅は9～ 13m,深 さは2.2mを測る。調査区北

端で西へ,南端で東へ大きく蛇行している。その流路方向から約200m南西方向で検出した奥の坊権現前遺

跡の自然河川の上流部に位置すると考えられる。埋土は第9・ 10図の第20～ 41層 で砂混粘土が主体の第20～

28層 を上層,砂混粘質土主体の第29～38層 を中層,細砂と砂混粘土主体の第34～40層 を下層,青灰色砂混粘

上の第41層 を最下層に分類した。遺物は東肩の下層～量下層において集中して出上した。

出土遺物は第13～20図 に掲載した。第13図 は上層出土遺物である。27は弥生土器の鉢である。外面に直線

文と波状文が施され,口縁部には2イ固一対の円孔が穿たれている。28～ 33は 弥生土器の奏である。28。 29は

外面に直線文と波状文が施されている。34～ 37は 弥生土器の底部である。38は 弥生土器の製塩土器脚部であ

る。39は 弥生土器の高杯脚部である。40は土師器の椀である。27～37は弥生時代中期前半,38・ 39は弥生時

代後期,40は 中世のものである。S7～S13は 削器である。S14は 凹石である。

第14図 は中層出土遺物である。41は 弥生土器の無頸壷である。外面に波状文と直線文が施されている。

42・ 43は弥生土器の広口壺である。口縁部外面に斜格子文が施されている。44～48は弥生土器の奏であ

る。49・ 50は 弥生土器の底部である。S15。 S16は石鏃である。S17は石槍である。S18。 S19は石庖丁である。

S20は石錘である。いずれも弥生中期前半のものである。

第15～ 18図 は下層出土遺物である。出土土器はすべて弥生土器である。51～ 91は奏である。51～ 56は如意

状口縁のもので,調整はナデ・指頭圧が主体である。52は体部上半に刺突文が施されている。57～60は逆 L

字日縁のものである。58は外面タテハケ,内面タテヘラミガキのちヨコヘラミガキで,体部上半には直線文

-15-
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第 11図  包含層出土遺物実測図

と波状文が施されている。61～ 91は くの字口縁のもので,調整は外面タテハケ,内面ヨコヘラミガキが主体

である。65は体部上半に直線文2条 と簾状文状の刺突文が施されている。92～95は鉢である。日縁部に円孔

が見られる。96～ 99は 直口壺である。100～ 105は広口壺である。106・ 107は壺の体部片である。106は櫛描

きによる直線文と扇形文が施されている。107は櫛描きによる直線文の上下に斜め方向の櫛描きを施 してい

る。108～ 1111ま鉢である。1081よタト面タテのちヨコヘラミガキ,内面ヨコヘラミガキである。109はタト面ヨコ

ヘラミガキ,内面タテヘラミガキで,底部内面には内面のタテヘラミガキの際のヘラエ具の圧痕が見 られ

る。2個一対の円孔が底部外面から底面に向けて2方向に穿たれている。110。 111も 入念なミガキが見られ,

外面には直線文と波状文が施されている。112～ 1281ま 底部である。112の底部には焼成後の穿了しが見られる。

S21は 石鏃である。S22～ S25は石庖丁である。S26は 石鎌である。S27は 石錐である。S28～ S32は 削器であ

る。S33～ S36は剥片である。S37は小型の扁平片刃石斧である。S38は叩き石で,S39は線刻石である。安山

一
　
ヽヽ‐ペ

ｒ】】・型＼＼ヽ、、、
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第 12図 区区試掘調査時出土土器

岩の自然石の平坦面に直線を多条に描いたものである。

第19。 20図 は最下層出土遺物である。出土土器はすべて弥生土器である。129～ 1391ま 奏である。129～

131は 逆 L字口縁のもので,その他はくの字口縁である。体部上半に施文するものが見られ,130は直線文,

131・ 132は刺突文が施されている。140～ 143は 広口壺である。143は 口縁部に刻日,顎部に押圧突帯が施さ

れている。144は無顕壺である。直線文と波状文が施されている。145は壺体部片である。直線文と波状文が

交互に施文されている。146～ 154は底部である。S40は石鏃である。S41・ S42は 削器である。S43は 剥片で

ある。S44はチャー トの石核である。S45は 太型蛤刃石斧である。S46は線刻石である。安山岩の自然石の平

坦面に放射状の線を描いたものである。

中層以下は弥生時代中期前半の遺物しか出上しておらず,同時期の埋没と考えられるが,上層では弥生時

代後期や中世の遺物も出土しており,上層の埋没過程は緩やかで,最終埋没は中世と考えられる。

-17-
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第14図 NR91001中層出土遺物実測図

SK91001(第21図 )

調査区の南西端で検出した土坑である。SD91001に 切られており平面形態は不明であるが,長径90cm以

上,短径30cm以 上,深 さ19cmを 測る。断面形態は逆台形を呈する。遺物は出土していないが,古代の溝

SD91001に 切られていることから,それ以前の遺構と考えられる。

SK91002(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。南半が調査区外に廷びるが,平面形態は楕円形を呈すると考えら

れ,長径66cm以 上,短径38cm以上,深 さ20cmを 測る。断面形態は逆台形を呈する。遺物は出上しておら

ず,時期は不明である。

（
日
Ｖ
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SK91003(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈 し,長辺80cm,短辺41cm,深 さ

12cmを 測る。断面形態は逆台形を呈する。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK91004(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径60cm,短径41cm,深 さ22cmを

測る。断面形態は逆台形を呈する。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK91005(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径60cm,短径48cm,深 さ9cmを測

る。断面形態は逆台形を呈する。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK91006(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。南半が調査区外に延びてお り,平面形態は不明であるが,長辺

446m以上,短辺1.93m以上,深さ14cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は褐灰色砂混粘質土の

単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK91007(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。南半が調査区外に延びてお り,平面形態は不明であるが,長辺

2.22m以 上,短辺60cm以上,深 さ12cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は褐灰色細砂～粗砂の

単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK91008(第21図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は不整形であり,長辺1.58m以上,短辺1.12cm以上,深
さ12cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈し,埋土は灰責褐色粗砂の単層である。遺物は出上しておらず ,

詳細な時期は不明である。

SK91009(第22図 )

調査区の南部中央で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈 し,長辺3.45m,短辺1.36m,深 さ

26cmを測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は灰責褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず ,

詳細な時期は不明である。

SK91010(第22図 )

調査区の南部中央で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺1.47m,短辺39cm,深 さ33cmを

測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は青灰色粘土の単層である。遺物は出土 していないが,埋土が近世以

降の遺構 と考えられるSD91006と 同じであることから,同時期の遺構と考えられる。

SK91011(第 22・ 23図 )

調査区の中央部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈 し,長径1.61m,短径1.48m,深さ21cmを 測

る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は灰責褐色砂混粘上の単層である。

出土遺物は第23図 に掲載した。1551よ 弥生土器の広口壺で,外面は摩減が著 しいが,内面はヨコヘラミガ

キである。口縁部に斜格子文が施されている。1561ま 弥生土器の底部である。出土遺物から弥生時代中期前

半の遺構 と考えられる。

SK91012(第22図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径2.00m,短径1.38m,深さ22cmを

測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は灰責褐色砂混粘質土の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な

時期は不明である。
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SK91013(第22図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は台形を呈 し,

長辺1.26m,短辺68cm,深 さ18cmを 測る。断面形態は逆台形を呈

し,埋土は青灰色粘上の単層である。遺物は出土していないが,埋
土が近世以降の遺構 と考えられるSD91006と 同じであることから,

同時期の遺構 と考えられる。

SK91014(第22図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈

し,長辺1.26m,短辺68cm,深 さ10cmを測る。断面形態は逆台形

を呈し,埋土は青灰色粘上の単層である。遺物は出上していないが ,

埋土が近世以降の遺構と考えられるSD91006と 同じであることから,

同時期の遺構 と考えられる。

0               10cm

第23図

SK91011出土遺物実測図

SK91015(第22図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径93cm,短径74cm,深さ19cmを

測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は黒褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時

期は不明である。

SK91016(第 11・ 24図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径3.10m,短径2.03m,深 さ18cmを

沢よる。断面形態は逆台形を呈し,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層である。

出土遺物は弥生土器の小片と包含層出土として取 り扱った第11図■の木葉圧痕が見られた弥生土器底部を

遺構上面で検出しており,遺構に伴う可能性 も考えられる。弥生時代中期前半の遺構 と考えられる。

SK91017(第24図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈 し,長径1.38m,短径1.30m,深 さ52cmを 測

る。断面形態は北側が一段高い2段落ちとなっており,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出

土しておらず,詳細な時期は不明である。

SD91001(第 24図 )

調査区の南西隅で検出した溝である。検出長6.70m,最大幅91cm,深 さ27cmを 測る。断面形態は逆台形

を呈 し,埋土は黒褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出土していないが,西に隣接するⅢ区から延びる溝

と考えられ,その西方のV区検出のSD52003, さらにはその西に隣接する奥の坊権現前遺跡SD53001か ら連

続する溝と考えられることから古代の遺構 と考えられる。

なお,奥の坊権現前遺跡SD53001は 山田郡の条里地割 (N-11° ―E)と は異なる方位 (N-5° 一E)

であり,山田郡北部に見られる異方位条里地割として位置づけられている。

SD91002～SD91005(第 23・ 24図 )

調査区の南西部で検出した滞群である。幅15～30cmを 測 り,浅い堆積である。SD91001と ほぼ方位が同

じであることから,古代の遺構と考えられる。

SD91006～ SD91008(第 24図 )

SD91006は調査区北東部で検出した溝である。北側は調査区外に延び,検出長16.70mを 測る。南部の

11.25mは 幅60～90cm,深 さ9cmを 測る。西岸側に50cm程 度の間隔で木杭が打設 されていた。北部は1段

深 くなってお り,深さ20cm,最大幅4mを測る。断面形状は逆台形を呈 し,埋土は青灰色粘土の単層であ

る。上師質土器の小片が出土しており,近世以降の遺構と考えられる。南東部に隣接するSD910071ま 検出長

5,45m,幅 87cm,深 さ18cmを 測る。SD910081よ 検出長1,77m,幅 41cm,深 さ6cmを 測る。いずれも埋土は

SD91006と 同じ青灰色粘上の単層であり,近世以降の遺構と考えられる。
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第 3節 X区の調査
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(1)調査地の概要と基本層序 (第 26～ 28図 )

X区は奥の坊遺跡の集落域の中心部である I～Ⅷ区とは舌状に延びる尾根を挟んで東側に位置する。Ⅸ

区同様の地形で,標高は約46～47mである。調査区の東壁において土層観察を行い,第27・ 28図に掲載した。

層序は大きく5層 に分類できる。第1～6層 は現代の耕作土及び造成土で,厚い所ではlmの堆積が認められる。

その下部には南部では第7～9層 の灰色系の砂混粘質土,北部では第15。 16・ 20。 22～24層 の黄褐色から鈍い

黄橙色の砂混粘質土が見られ,数次の造成による旧耕作土と考えられる。耕作上の造成に伴い,第 10～ 14・

17～ 19・ 21層 の掘込みが認められる。旧耕作土の下部は褐灰色砂混粘質土で遺物包含層が10～ 20cm堆積 し

ている。北半の一部の下部に自然堆積層である26～28層 が堆積 している。その他の部分では,第 29層 の黄褐

色粗砂の地山である。

遺構面は地山上面の1面のみである。竪穴住居と考えられる遺構2基,上坑37基,溝・ピット多数を検出し

た。遺構の時期は出土遺物から概ね弥生時代中期前半と近世以降の2時期を同一面で検出している。遺構面

が斜面であることや近世以降の耕作により階段状に削平を受けたためか,西半は遺構が密であるが,東半は

希薄である。

(2)包含層出土遺物 (第29図 )

第25層 出土遺物を第29図に掲載した。157・ 158は肥前系磁器碗である。159は 土師質土器の奏である。160

は須恵器椀である。161は須恵器の底部である。

.弐 1

0              10cln

第29図 包含層出土遺物実測図

(3)遺構

SH101001(第30図 )

調査区の北西隅で検出した遺構である。北半が調査区外に延び,平面形態は不明であるが,長辺2.64m,

短辺56cm以 上,深 さ14cmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は3層 に分層できる。上層は礫を多 く含

む褐色粘質土,下層は礫を多 く含む黒褐色粘質土で,壁際のみに粗砂～礫を多 く含む灰黄褐色粘質上が約

20cmの 幅で下層を掘 り込むように見 られた。遺構底面において径約30cmの ビット3基を検出した。壁溝状

の掘 り込みと底面に所在するピットの存在から竪穴住居の可能性が考えられる。弥生土器の小片が出土して

おり,弥生時代中期前半の遺構 と考えられる。

SH101002(第30図 )

調査区の南西部で検出した遺構である。平面形態は不整形で,長辺7.60m,短辺1.84m以 上,深 さ12cmを

測る。薄い堆積であ り,埋土は炭を含む責褐色砂質上の単層である。遺構底面中央部で土坑2基 を検出し

た。北側に所在する大型の上坑は不整形であるが,長辺2.36m,短辺78cm,深 さ8cmを 測る。薄い堆積で灰

黄褐色砂混粘質上の単層である。南側に所在する小型の土坑は精円形を呈 し,長径1.28m,短径68cm,深 さ

16cmを 測る。断面形態はU字を呈 し,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層である。同じく遺構底面では中央

の2基の上坑を取 り巻 くように20～ 50cmの ピット14基 を検出している。やや不整形ではあるが,中央土坑 と

それを取 り巻 くピットの存在から竪穴住居の可能性が考えられる。弥生土器の小片が出土してお り,弥生時

代中期前半の遺構 と考えられる。
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SK101001(第31図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態は一部欠けた楕円形を呈し,長径1.68m,短径94cm,深
さ13cmを 測る。断面形態は浅いレンズ状を呈し,埋土は礫を多く含む黒褐色砂質上の単層である。遺物は

出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101002(第31図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態はL字の溝状 を呈 し,長辺2.03m,短 辺58cm,深 さ

18cmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は黒褐色砂質土の単層である。遺物は出土 しておらず,詳細

な時期は不明である。

SK101003(第31図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態はやや不整形な楕円形を呈 し,長径88cm,短径62cm,

深さ15cmを 測る。断面形態はU字で,西側が2段落ちとなってお り,埋土は黒褐色砂質上の単層である。遺

物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101004(第31図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。北端は攪乱を受けているが,平面形態は溝状を呈 し,長辺5,48m

以上,短辺1.78m,深 さ23cmを測る。断面形態は西側が緩やかに落ち込むのに対 し,東側はやや急に落ち込

んでお り,埋土は2層 に分層できる。上層は花尚岩の風化バイラン上で,下層は黒褐色砂質土の単層である。

遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101005(第31図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態はやや不整形な楕円形を呈 し,長径1.50m,短径74cm,

深さ9cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層は灰

黄褐色砂質上である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。
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SK101006(第 31図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態はやや不整形な楕円形を呈し,長径1,05m,短径52cm,

深さ13cmを 測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は礫を多 く含む黒褐色砂質土 ,

下層は黒褐色礫である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101007(第 32図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径1.14m,短径44cm,深 さ9cmを 測

る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は黒褐色砂質土,下層は礫を多 く含む黒褐色

砂質上である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101008(第 32図 )

調査区の北東部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径1.08m,短径56cm,深 さ12cmを

測る。断面形態はレンズ状を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は黒褐色砂質土,下層は礫を多 く含む灰

黄褐色砂質上である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101009(第 32図 )

調査区の中央部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径58cm,短径50cm,深 さ13cmを

測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は黒褐色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は

不明である。

SK101010(第 32図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈 し,長辺76cm,短辺25cm,深 さ4cmを 測る。

浅い堆積で,埋土は黒褐色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101011(第 32図 )

調査区の北西部で検出した土坑である。平面形態は不整形であり,長辺80cm,短辺65cm,深 さ12cmを

測る。断面形態は半円形を呈し,埋土は黒褐色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は

不明である。

SK101012(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径60cm,短径42cm,深 さ10cm

を測る。断面形態はレンズ状を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層は礫を含むにぶ

い黄褐色砂質上である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101013(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径65cm,短径44cm,深 さ20cm

を測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は3層 に分層できる。上層は灰黄褐色砂質土,中層は礫を含む褐灰

色砂質土,下層はにぶい黄褐色粘質上である。遺物は出土 しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101014(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈 し,長辺90cm,短辺53cm,深 さ

20cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層はにぶい黄褐

色粘質土である。遺物は出上していないが,近世以降の遺構 と考えられるSD101006を切っていることから,

近世以降の遺構 と考えられる。

SK101015(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。南半がSD101006に 切られてお り平面形態は不明であるが,長
辺60cm以 上,短辺36cm以上,深さ1lcmを 測る。断面形態はレンズ状を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上

層は褐灰色砂質土,下層は灰黄褐色砂質上である。遺物は出土 しておらず,詳細な時期は不明であるが ,

SD101006に 切られていることから,近世以前の遺構 と考えられる。
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SK101016(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径80cm,短径34cm,深 さ14cm

を測る。断面形態はU字を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層はにぶい黄褐色粘質

上である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101017(第 32図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。東半がSD101006に 切 られているが,平面形態は楕円形を呈す

ると考えられ,長径50cm以上,短径50cm,深さ12cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈し,埋土は2層 に

分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層はにぶい黄褐色粘質上である。遺物は出上しておらず,詳細な時期

は不明であるが,近世以降の遺構と考えられるSD101006に 切 られていることから,それ以前の遺構 と考え

られる。

SK101018(第 32図 )

調査区の西都中央で検出した土坑である。東半がSD101006に 切られているが,平面形態は隅丸長方形を

呈すると考えられ,長辺98cm以上,短辺59cm,深さ14cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は2

層に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層はにぶい責褐色粘質上である。遺物は出土しておらず,詳細な

時期は不明であるが,近世以降の遺構 と考えられるSD101006に 切 られていることから,それ以前の遺構 と

考えられる。

SK101019(第 33図 )

調査区の西都中央で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈 し,長径1.01m,短径57cm,深 さ10cm

を測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は灰責褐色砂質土,下層はにぶい黄褐色

砂質土である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,遺構中央に近世以降の杭跡が見られる

ことから,近世以前の遺構と考えられる。

SK101020(第 33図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径66cm,短径48cm,深 さ18cm

を測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は灰黄褐色砂質土,下層は礫を含む褐灰

色砂質土である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101021(第 33図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径90cm,短径48cm,深 さ24cm

を測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は礫を含む灰責褐色砂質土,下層は褐灰

色砂質上である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101022(第 33図 )

調査区の西都中央で検出した土坑である。平面形態は不整形を呈し,長辺4.06m,短辺1.28cm,深 さ12cm

を測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は3層 に分層できる。上層は褐灰色砂質土,下層は礫を含む灰

黄褐色砂質土である。遺構中央部分のみ埋上が異なり,礫を含むにぶい黄褐色砂質上が見られる。上坑底面

の中央部には3基のピットが認められた。弥生土器の小片が出土しており,弥生時代中期前半の遺構 と考え

られる。

SK101023(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は隅九三角形を呈 し,長辺1.15m,短辺78cm,深 さ

16cmを 測る。断面形態は西側が2段落ちになってお り,埋土は2層 に分層できる。上層はにぶい責褐色砂質

土,下層は灰黄褐色砂質上である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101024(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径67cm,短径45cm,深 さ6cmを 測

る。浅い堆積であり,埋土は褐灰色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である
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が,弥生時代中期前半の遺構であるSH101002を 切っており,それ以降の遺構と考えられる。

SK101025(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈 し,長径68cm,短径62cm,深 さ15cmを 測

る。断面形態はレンズ状を呈し,埋土は褐灰色砂質土の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は

不明であるが,弥生時代中期前半の遺構であるSH101002を 切っており,それ以降の遺構 と考えられる。

SK101026(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈し,長径70cm,短径58cm,深 さ28cmを

沢1る 。断面形態はU字を呈し,埋土は褐灰色砂質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不

明である。

SK101027(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。SK101028に 切られているが,平面形態は三 日月形を呈すると考

えられ,長辺1.58m以上,短辺90cm,深さ22cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。

上層はにぶい褐色砂質土,下層は灰掲色砂質土である。弥生土器の小片が出土してお り,弥生時代中期前半

の遺構 と考えられる。

SK101028(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈 し,長辺1,72m,短辺84cm,深 さ

10cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層はにぶい褐色砂質土,下層はに

ぶい橙色砂質土である。弥生土器の小片が出上しており,弥生時代中期前半の遺構 と考えられる。

SK101029(第 33図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。SH101002に 切 られているが,平面形態は楕円形を呈すると考え

られ,長径67cm,短径45cm以上,深 さ6cmを 測る。i完 い堆積であり,埋土はにぶい褐色砂質上の単層であ

る。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,弥生時代中期前半の遺構であるSH101002に 切 ら

れていることから,それ以前の遺構と考えられる。

SK101030(第 34図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈 し,長径56cm,短径53cm,深 さ3cmを測る。

浅い堆積であり,埋土はにぶい褐色砂質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101031(第 34図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径1.01m,短径66cm,深 さ13cmを

測る。断面形態は西狽Jが逆台形を呈し,埋土は2層 に分層できる。上層は灰責褐色砂質土,下層はにぶい黄

褐色砂質土である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101032(第 34図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径56cm,短径43cm,深 さ4cmを 測

る。浅い堆積であり,埋土はにぶい褐色砂質土の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明で

ある。弥生時代中期前半の遺構と考えられるSK101034を 切っており,それ以降の遺構 と考えられる。

SK101033(第 34図 )

調査区の南部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径1.09m,短径92cm,深 さ26cm

を測る。断面形態はレンズ状を呈し,埋土はにぶい黄橙色の花筒岩の風化バイラン上の単層である。須恵器

片が出土しており,古代の遺構と考えられる。

SK101034(第 34図 )

調査区の南西部で検出した土坑である。SK101032及 びSK101035に 切られているが,平面形態は溝状を
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呈し,長辺5,17m,短辺1.38m,深 さ28cmを 測る。緩斜面の地形に添って存在 し,遺構は斜面上部では緩や

かに落ち込んでいき,東端部分で急に落ち込み最深部となる。埋±2層 に分層できる。上層は戊と焼上を含

むにぶい黄褐色砂質土,下層は灰黄褐色砂質上である。遺構底面ではピット10基 を検出したが,遺構に伴

うものかどうかは不明である。近世以降の滞群と同じように緩斜面地形に添った遺構であり,最深部分が

溝状になることから,近世の耕作に伴う遺構 とも考えられるが,他の近世の遺構 と埋土が異なることから

その可能性は低い。弥生土器の小片が出土 していることから,弥生時代中期前半の遺構の可能性が高いと

考えられる。

SK101035(第 34図 )

調査区の南西端で検出した土坑である。南半は調査区外に延びるが,平面形態は溝状を呈 し,長辺3.50m

以上,短辺1.24m,深さ22cmを測る。SK101034同 様,緩斜面の地形に添って存在 し,遺構は斜面上部では

緩やかに落ち込んでいき,東端部分で急に落ち込み最深部となる。埋±2層 に分層できる。上層はにぶい責

褐色砂質土,下層は褐色砂質上である。SK101034同 様,近世の遺構の可能性も考えられるが,弥生土器の

小片が出土していることから,弥生時代中期前半の遺構の可能性が高いと考えられる。

SK101036(第 35図 )

調査区の西部中央で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈 し,長辺86cm,短辺49cm,深 さ

12cmを 測る。断面形態は逆台形を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は灰黄褐色砂質土,下層はにぶい黄

褐色砂混粘質上である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK101037(第 35。 36図 )

調査区の南部中央で検出した土坑である。SD101008に 切 られているが,平面形態は溝状を呈 し,長辺

4.16m以 上,短辺55cm,深 さ34cmを 測る。断面形態はU字を呈 し,埋土は8層 に分層できる。第1層 は灰白

色粗砂,第 2層 は暗オリーブ灰色砂混粘土,第 3層 は明オリーブ灰色細砂～粗砂,第 4層 は暗青灰色細砂～粗

砂,第 5層 は暗緑灰色細砂～粗砂,第6層 はオリーブ灰色シル ト,第7層 は暗オリーブ灰色粘土,第 8層 は暗オ

リーブ灰色砂混粘質上である。

出土遺物は第36図 に掲載した。162～ 2141ま 弥生土器の製塩土器である。215。 216は 弥生土器の脚部である。

217は弥生土器の底部である。2181よ 弥生土器の広口壷である。いずれも弥生時代後期前半から中葉の遺物で

ある。219～2241ま 土師器の皿である。Klは煙管である。このほか図示できなかったが,陶磁器や土師質土

器など多数見られ,近世の遺物も多 く見られることから近世の遺構 と考えられる。

一方,弥生時代後期前半から中葉の遺物は主に下層で出上しており,遺構南端部分のやや膨れた部分では

まとまって出土している。当初,SK101037南端部分に同時期の遺構があり,SK101037に より攪乱された可

能性が考えられる。

近世以降の滞群 (第 26・ 35図 )

調査区内に見 られる溝で最も規模の大きいSD101008は 幅2.14m深 さ30cm,検出長14,05mを 測る。埋土は

青灰色砂混粘上の単層である。Ⅸ区SD91006の 延長部分であり,近世以降の遺構 と考えられる。その他の溝

もSD101008に 平行するように所在し,埋土も同じである。陶磁器片等も出上していることから近世以降の

溝群と考えられる。

第 4節 �区の調査

(1)調査地の概要と基本層序 (第 37・ 38図 )

�区は奥の坊遺跡の北東端に位置する。西半は舌状に延びる標高

53～ 56mの尾根となっており, この尾根によって西側に所在する集落

の中心部と隔絶される。東半は,現状では標高50.5mの平坦面となっ

ており,「元屋敷」という地名から,屋敷地であったことがうかがえ

るが,旧地形は調査区の東側に所在するもう1つ の舌状の尾根との間

の南向きの緩斜面となっており,谷状の地形である。遺構面の標高は

47～ 49mであり,尾根との比高差は7mである。

0               10cm
単

一

第37図

XI区包含層出土遺物実測図
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尾根部分は約20cmの 表土層の直下が地山となっている。一方,谷部分は壁面の崩落により詳細な観察は

できなかったが,約 lmの 造成上の下部に,約 lmに わたって数次の旧耕作土が見られる。さらにその下部に

約1.5mに わたって谷地形の埋没層である黒褐色砂混粘質土が地積 しており,そ の下部が黄褐色粗砂の地山

となっていた。第37図 2251よ谷埋没層の黒褐色砂混粘質土から出土 した須恵器平瓶である。遺構面は地山直

上の1面のみ検出しており,土坑47基,溝 11条,ピ ット多数を検出した。

(2)遺構

SKll1001～ SKll1038(第 38。 40図 )

いずれも尾根上で検出した土坑群である。第40図 226～228はSKll1025出 上の瓦質の焙烙である。その他

の土坑からも瓦や土師質土器片が出上しており,いずれも近世以降の遺構 と考えられる。

SKll1039(第 39図 )

谷部分の西端で検出した土坑である。平面形態は精円形を呈 し,長径2.50m,短径1.97m,深 さ10cmを測

る。斜面に添って南東側が深 くなっており,埋土は黒褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず ,

詳細な時期は不明である。

SKll1040(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径1.16m,短径65cm,深さ14cmを測

る。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SKll1041(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径83cm,短径40cm,深さ12cmを測

る。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SKll1042(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈 し,長辺1.23m,短辺41cm,深さ2cmを 測る。

遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SKll1043(第 39。 40図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。平面形態はコの字を呈し,長径90cm,短径43cm,深さ3cmの 楕円

形の上坑に幅25cm,深さlcmの L字の溝が接続した形状である。

出土遺物は第40図 229の弥生土器底部である。弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

SK111044(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。SKll1045に 切 られているが,平面形態は隅丸方形を呈すると考え

られ,長辺1.42m,短辺80cm以上,深 さ2cmを測る。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

SK111045(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。南半が調査区外に伸びてお り平面形態は不明であるが,長辺1.38m

以上,短辺1.13m,深 さ2cmを 測る。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SKll1046(第 39図 )

谷部分の中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径58cm,短径49cm,深さ12cmを測

る。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

SKll1047(第 39・ 40図 )

谷部分の東端で検出した土坑である。平面形態は不整形を呈し,長辺1.43m,短辺1.13m,深 さ6cmを 測る。

出土遺物は第40図 230の 上師質土器の奏である。古代の遺構 と考えられる。
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第 4章 まとめ
奥の坊遺跡は,主に弥生時代中期前半の集落遺跡で,近世までの遺構・遺物を検出している。南向きの緩

斜面に営まれた集落のほぼ全域を発掘調査 してお り,今回の報告書では,集落の中心部から離れた東端部分

しか紹介できていないが,本報告書で取 り上げたⅧ～XI区の遺構の変遷を考えたい。Ⅷ～�区においては,

弥生時代中期前半,弥生時代後期前半～中葉,古代,近世以降の4時期の遺構・遺物を検出した。

弥生時代中期前半

奥の坊遺跡の最盛期にあたる。集落の中心部であるШ・Ⅵ・Ⅶ区と同じ南向き緩斜面の高所に所在するⅧ

区では多 くの遺構が見られる。一方,集落の中心部から尾根をはさんで東側に所在するⅨ・X・ XI区 におい

ても一部遺構が認められ,特 にX区の西部に集中して認められる。削平を受けてお り,明確に居住遺構とは

断定できないが,尾根を超えて集落域が広がっていたことも想定される。また,Ⅸ区で検出したNR91001か

らは同時期の遺物が出土している。

弥生時代後期前半～中葉

当該期の遺構 。遺物はほとんどないが,Ⅸ区において土器棺 とも考えられる壺を検出している。また,X
区では近世の遺構によって攪乱を受けているが,製塩土器を主体 とする土器群が出上 している。約150～

200m南西に所在する奥の坊権現前遺跡が当該期の集落である。

古代

遺構 。遺物とも希薄であるが,Ⅸ区では溝群が,Xo� 区では土坑1基ずつを検出している。特に今回の

調査で検出した溝SD91001は,奥の坊権現前遺跡SD53001か ら連続するものであり,巨視的に見れば,約 1.5

～2km西 に所在する小山南谷遺跡や新田本村遣跡において検出されたN-5° ―Eの方位の条里地割を基準

としていると考えられる。同方位は山田郡の条里地割 N-11° ―Eと 異なる異方位条里地割であることから,

山田郡北部条里地割と呼称されている (藤好1997)。 X区の東側は急斜面の丘陵となっていることから,今
回検出したSD91001は山田郡北部条里地割の最東端に位置すると考えられる。

近世以降

Ⅸ・X・ �区とも,現地割とほぼ同じ方位の溝を検出してお り,近世末期までにはほぼ現在と同じような

地形環境にあったことがうかがえる。

なお,�区の東半は「元屋敷」の地名から家屋があったと考えられるが,近世の遺構面は調査 しておら

ず,その実態は不明である。ただし,�区の西半の尾根上には多数の上坑が見 られ,焙烙等が出上 してお

り,こ れらが屋敷に伴うものとすると,19世紀以降に屋敷が所在 したと考えられる。
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表3 土器観察表

番拝 器  種 遺構名
法量 (cm)

外 面 内 面
色  調

(上 =外面,下 =内面 )

胎   土

ヨ径 底径 器高

1

泳生土器

=吉
R

7 SK81 003 (67)
タテヘラミガキ
焼成前穿孔

ナ デ 5YR5/6明 赤褐

10YR5/4に ぶい責褐

やや糧
3mm以下の石英。長石含 む

艮

2
弥生土器

底部
7

タテヘラミガキ ナ デ 7 5YR6/4に ぶい欄
10YR7/6明 資掲

やや密
2mm以下の石英。長石含む

良

3
弥生土器

底部
7 (67)

ナデ 指頭圧 7 5YR6/6橙

7 5YR6/4に ぶい橙

やや粗
4mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
底部

7 SK81 003 (48)
指頭圧のちナデ 指頭圧の ち板ナテ 2 5YR5/8明 赤掲

5YR6/6橙
やや粗
3mm以下の石英・長石合 む

良

5
弥生土器
底部

7 SK81003 (64)
マメツ 指頭圧 2 5YR4/4に ぶい赤掲

5YR5/6明 赤褐

粗
5mm以下の石英・長石含 む

良

6
弥生土器
底部

7 SK81003 (49)
指頭ナデ 10YR6/4に ぶい黄橙

7 5YR7/41こ ぶい橙
やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

7
弥生土器

底部
7 SK81 003 (36)

ナ デ 板ナデ 2 5YR5/4に ぶい赤掲
2 5YR5/4に ぶい赤掲

やや密
l mm以 下の石英 長石合む

良

8
弥生土器
I吉 喜R

7 SK81 003
ナ デ ナ デ 10YR6/4に ぶい責橙

10YR7/4に ぶい責橙

やや密
2mm以 下の石英・長石含 む

良

9
弥生土器

広口壺
11 Ⅸ区包含層 (62)

タテハケ
凹線3条・渡状文

ヨコハケ 7 5YR7/4に ぶい橙
2 5YR6/6橙

粗
6mm以下の石英・長石・角閃石含む

良

弥生土器
差

11 Ⅸ区包含層 (21)
ナ デ マメツ 25Y6/3に ぶい黄

25Y6/2灰責

やや密
l mm以 下の石英・長石含 む

良 凋

11
弥生土器

底部
11 Ⅸ区包合層 (40)

マメツ

木葉圧痕

マメツ 7 5YR6/6橙

7 5YR7/4に ぶい橙

糧
6mm以 下の石芙・長石含む

不芸

12
弥生土器
直喜【

Ⅸ区包含層 (53)
タテヘラミガキ ナ デ 2 5YR4/3に ぶい赤褐

氏YR4/ク 匠掲
やや粗
2mm以 下の石英・長石含 む

良

豚生土誘

巨言[
Ⅸ区包含層 78 (41)

マメツ ナ デ 2 5YR4/8赤 褐
10YR3/1黒 褐

やや粗
3mm以 下の石英。長石・雲母含む

罠媚

14
称生土器
葺部

11 Ⅸ区包含層 (71)
マメツ 2 5YR6/6橙

7 5YR7/3に ぶい橙
粗
8mm以下の石英。長石含む

良

弥生■希

製塩土器
区区包含層

タテヘラケズリ ナ デ 7 5YR5/4に ぶい褐

7 5YR6/4に ぶい憶

粗
3mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
製塩土器

11 Ⅸ区包含層 (40)
タテヘラケズリのち指頭圧 しばり'ナデ 10YR6/3に ぶい黄橙

10YR6/3に ぶい黄橙

やや粗
lmm以 下の石英・長石含 む

良 妬

17
弥生土器

製塩土器
Ⅸ区包含層 (26)

タテヘラケズリ ナ デ 7 5YR5/4に ぶい褐
7 5YR5/4に ぶい掲

やや粗
lmm以 下の石英。長石・角閃石合 む

良妬

弥生土器
製塩土器

11 Ⅸ区包合層 (17)
タテヘラケズリ マメツ ,YR5/4にぶい赤褐

,VR5/4にぶい赤褐

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良 好

弥生土器

製塩土器
Ⅸ区包含層 (33)

板ナデ マメツ 10YR5/3に ぶい黄掲
2 5YR5/6明 赤褐

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
11 Ⅸ区包含層 (33)

板ナテ ヨコヘラケズリ 2 5YR5/6明 赤掲
Vヽ日 ノヽハ明未楊

やや密
l mm以 下の石英・長石含 む

良

21
弥生土器

製塩土器
11 Ⅸ区包合層 (22)

ナ デ マメツ 5YHO/6“霊
7 5YR8/3浅 黄橙

やや密
lmm以 下の石英 長石合 む

良

弥生土器

製塩土器
11 X区包合層 (23)

ナデ・指頭圧 ナ デ 10R5/6赤

10R5/6赤

やや粗
3mm以下の石英・長石含 む

艮

弥生土器

製塩土器
11 X区包含層 (23)

指頭圧 ナデ うYHも /6明赤衛

5YR5/6明 赤掲

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
11 区区包含層 (32)

マメツ

接合痕

マメツ 10YR8/3浅 黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
11 Ⅸ区包含層 (30)

反ナデ マメツ もYHb/0明 赤 伺

2 5YR5/6明 赤褐

やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

土師質土器
庫吉R

11 Ⅸ区包含層 (19)
回転ナデ・ヘラ切 り 回転ナデ 10YR7/2に ぶい責橙

10YR8/2灰 自

やや密
lmm以下の石英・長石・角閃石含 む

良角

ふ生土器
沐

13 NR91001 (42)
ナデ
直線文・波状文・円孔2個 1対

マメツ 10YR6/?灰 責褐
10YR3/2灰 白

密
lmm以 下の石英。長石含 む

良死

ふ生土器
(67)

ナデ
直線文4条・波状文

ナ テ 7 5YR4/4掲

7 5YR4/4掲

やや粗
3mm以 下の石英。長石含む

羮

体生土器
13 (97)

ナデ
直線文5条・波状文

ナ デ 10YR7/2に ぶい黄橙
10YR7/2に ぶい責橙

やや召
l nm以 下の石英。長石含む

良

体生土器
4 (56)

マメツ マメツ 10R5/6赤

2 5YR6/4に ぶい橙

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
(55)

マメツ 10YR3/1灰 自
10YR8/1灰 白

冒
lmm以 下の長石含 む

良

ぷ生土器
NR91001 (32)

タテハケのちナデ
スス付着

ヨコヘラミガキ !5YR6/6橙
!5YR5/6明 赤掲

粗
5mm以 下の石英・長石含 む

艮

称生土器
NR91001 (62)

タテハケ ヨコヘラミガキ 10YR4/1褐 灰
7 5YR6/41こ ぶい橙

やや密
l mm以 下の石英。長石含む

良

称生土器
NR91 001 (47)

マメツ ど5Y3/2灰 自
!5Y8/1灰 白

粗
3mm以下の石英。長石・角閃石含む

良

祢生土器

嵐部
NR91 001 (42)

マメツ 指頭ナデ 5YR6/41こ ぶい橙
7 5YR5/2灰 褐

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器
女吉【

NR91 001 (42)
ナ デ マメツ 2 5YR7/6橙

10YR7/4に ぶい黄橙

粗
5mm以下の石実・長石含む

艮

弥生土器

底部
NR91001 (24)

マメツ ,YR6/6橙

,YR5/1掲灰
粗
3mm以下の石英・長石・角閃石含む

乾死

弥生土器

製塩土器
(27)

ナデ・指頭圧 ナ デ 10R6/6赤 橙
2 5YR7/3淡 赤橙

やや粗
2mm以下の石英。長石含 む

霊alr

弥生土器

高杯
(33)

マメツ

円子と2イ回1対

ヨコヘラケズリ 7 5YR6/3に ぶい褐
7 5YR6/3に ぶい褐

やや粗
3mm以下の石英。長石含む

良

土師器

皿
NR91 001 (13)

マメツ マメツ 10YR8/4浅 黄橙
10YR3/4浅 黄橙

やや粗
l mm以 下の石英。長石含む

良

器土

壼

生

頸

弥

無
NR91 001 (56)

ナデ

波状文 ,直線文

マメツ 10YR6/3に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや密
l mm以 下の石英・長石・角閃石含む

良

弥生土器

広口壺
NR91 001 (27)

マメツ

斜格子文

ナ デ 10YR6/2灰 黄掲
10YR5/2灰 黄掲

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
広口壺

NR91001 87 (27)
ナデ

斜格子文

マメツ 10YR5/1掲 灰
10YR7/2に ぶい黄橙

やや密
lmm以下の石英・長石含 む

良
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器  種 遺構名
法量 (cm)

面 内 面
色  調

(上 =外面,下 =内面 )

胎  土 党成
コぞ 器高

体生土器
ξ NR91 001 (24)

マメツ マメツ 10YR3/1黒 褐
10YR3/1黒 掲

やや密
lmm以下の石英 長石合む

良

祢生土器
窪

NR91 001 (30)
マメツ 10YR3/1黒 掲

10YR6/2灰 黄掲

やや粗
2mm以 下の石英 長石 雲母・角閃石含む

支翔

ム生土器
ξ NR91001 (55)

マメツ マメツ 10YR6/3に ぶい責橙
25Y7/2灰責

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

赤生土器
窪

NR91 001 (67)
阪ナデ ヨコのちタテヘラミガキ 10YR6/2灰 黄掲

10YR5/2灰 責褐

やや粗
2mm以下の石英・長石・雲母含 む

良

弥生土器

甕
14 NR91 001 (60)

マメツ タテヘラミガキ 5YR5/4に ぶい赤褐
6YR5/4に ぶい赤掲

やや粗
l mm以 下の石英。長石含む

良

弥生土器

底部
NR91 001 (85)

タテヘラミガキ ナデ・指頭ナデ 7 5YR5/3に ぶい褐
10YR7/2に ぶい黄橙

やや密
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

底部
14 NR91 001 (40)

タテヘラミガキ タテヘラミガキ 5YR7/4に ぶい橙
25Y4/1黄灰

l■

5mm以下の石英・長石含む 良

51
弥生土器

甕
15 NR91 001 (82)

ナ テ ナ デ 25Y5/1黄灰
25Y5/1黄灰

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (65)

ナデ
苅輩 寸

指頭圧・ナデ 7 5YR7/3に ぶい橙
10YR8/4浅 黄橙

粗
6mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
姦 NR91 001 17 (30)

マメツ 2 5YR6/6橙

2 5YR6/6橙
やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (30)

マメツ ナ デ 7 5YR4/2灰 掲
7 5YR5/4に ぶい褐

粗
5mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
差

NR91 001 1)
指頭圧 の ちナラ ナデ 7 5YR7/4に ぶい橙

10YR4/1褐 灰

やや粗
2mm以下の石英・長石合 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (51)

指頭圧 指頭圧 10YR5/3に ぶい黄掲
10YR6/3に ぶい黄橙

やや粗
2mm以下の石英・長石合 む

良

弥生土器
碧

NR91 001 (73)
マメツ

直線文3条
マメツ 2 5YR4/6赤 褐

10R4/8赤
粗
5mm以下の石英・長石合 む

良

弥生土器

甕
NR91001 (184)

タテハケ
直線文4条・波状文1条

ヨコのちタテヘラミガキ 7 5YR5/4に ぶい褐

10YR7/3に ぶぃ責橙

粗
5mm以下の石実・長石・雲母含む

良

弥生土器
基

NR91001 (17)
マメツ ナデ 7 5YR7/4に ぶい橙

5YR7/4に ぶい橙

やや粗
2mm以下の石英・長石・角閃石合む

良 好

弥生土器

甕
NR91001 (79)

マメツ 板ナデ 7 5YR6/4に ぶい橙

7 5YR6/4に らヽ い増旨

やや粗
3mm以下の石英・長石合む

良

61
弥生土器
蓋

NR91001 (72)
マメツ

直線文・波状文

マメツ 25Y8/2灰 自
2 5YR6/6橙

やや粗
lmm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91001 (50)

タテハケ ヨコのちタテヘラミガキ 7 5YR7/3に ぶい橙

7 5YR6/4に ぶい橙

やや密
l mm以 下の石英・長石合む

良

弥生土器
基

NR91001 (67)
タテハケ ヨコヘラミガキ 10YR6/3に ぶい黄橙

10YR6/3に ぶい責橙

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (42)

タテハケ 指頭圧のちヨコヘラミガキ 7 5YR6/3に ぶい掲
7 5YR7/3に ぶい橙

やや糧
3mm以下の石英。長石含む

良

弥生土器
磐

NR91 001
タラハケのちタテヘラミガキ
直線文3条・刺突文

タテのちヨコヘラミガキ 10YR7/2に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

密
l mm以 下の石英・長石含む

良 好

卵 fE主義

甕
NR91 001 (40)

タテハケ マメツ 7 5YR5/4に ぶい褐
10YR7/4に ぶい黄橙

粗
5mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
碁

NR91 001 Ю ( (43)
タテハケ マメツ 10YR3/2灰 自

10YR3/1灰 白

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良 好

弥生主喬

甕
NR91 001 (57)

タテハケ マメツ 7 5YR5/31こ ぶい褐
7 5YR6/3に ぶい褐

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器
塞

NR91 001 (37)
タテハケ ナ デ 5YR6/4に ぶい橙

10YR7/3に ぶい黄橙

やや粗
3mm以下の石英・長石含 む

良

弥王土喬

養
NR91 001 (66)

指頭圧・タテハケ マメツ 10YR7/3に ぶい黄橙
7 5YR7/4に ぶい橙

密
l mm以 下の石英・長石・角閃石含 む

良好

弥生土器

甕
NR91 001 (100)

指頭圧・タテハケ
スス付着

ナデ
スス付着

7 5YR5/2灰 褐
7 5YR7/4に ぶい橙

やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (63)

タテハケ マメツ 5YR6/6硝霊

7 5YR6/6橙
組
5mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (45)

ナ テ ヨコヘラミガキ 10YR7/2に ぶい責橙
25Y7/2灰黄

やや粗
4mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (32)

ヨコヘラミガキ 2 5YR4/2灰 赤
aYR4/1褐灰

やや粗
lmm以 下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91001 (29)

マメツ ヨコヘラミガキ 10YR4/2灰 責掲
10YR7/3に ぶい黄橙

マや留

Imm以下の石英・長石含 む
良

赤生土器
NR91001 (54)

ヨコヘラミガキ 10YR7/3に ぶい責橙
10YR7/3に ぶい責橙

やや密
lmm以 下の石英 長石含 む

良

77
弥生土器

甕
NR91001 (81)

マメツ ヨコヘラミガキ 7 5YR6/3に ぶい褐
10YR6/3に ぶい責橙

やや粗
3mm以下の石英 長石含 む

良 妬

78
赤生土器

NR91001 17
指頭圧・ナデ ヨヨヘラミガキ 10YR5/2灰 黄褐

10YR5/2灰 黄褐

やや粗
2mm以下の石英 長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91001 (90)

マメツ 指頭圧 10R5/6赤

10R5/6赤
やや粗
2mm以下の石芙・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91001 (73)

マメツ ヨコハケ 2 5YR7/4淡 赤橙
10YR7/2に ぶい黄橙

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91001 (40)

ナ デ ナ デ 7 5YR6/4に ぶい橙
10YR3/2灰 白

やや密
2mm以下の石英・長石含む

良好

弥生土器

甕
NR91001 (43)

ナ デ ナ デ 10YR7/2に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや密
l mm以 下の石英・長石・角閃石含 む

良好

弥生土器

甕
NR91001 (32)

マメツ マメツ /5YR6/2灰褐
7 5YR5/2灰 掲

やや粗
3mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91 001 17(

マメツ ,YR7/4にぶい橙
ⅣR6/4に ぶぃ橙

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (20)

マメツ マメツ 5YR3/3淡 橙
10YR7/2に ぶい黄橙

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良

土師器

甕
16 NR91 001 (70)

マメツ ナ デ ,YR3/3淡植
を5Y3/3淡 黄

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良労

弥生土希

甕
NR91 001 (52)

マメツ マメツ 10YR5/2灰 黄褐
10YR4/1褐 灰

∇や祖

3mm以下の石英・長石含 む
艮
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器  種 遺構名
法量 (cm)

外 面 内 面
色  調

(上 =外面,下 =内面 )

胎  土
ヨ径 器高

弥生土器

甕
NR91 001 Zl (27)

マ メツ マメツ 10YR6/3に ぶい責橙
25Y7/2灰黄

粗
3mm以下の石英・長石・角閃石含む

良好

弥生土器

養
NR91001 (55)

マメツ マメツ 10YR6/3に ぶい黄橙
10YR4/1掲 灰

粗
5mm以下の石英。長石含 む

良

弥生土器
薙

NR91 001 | (35)
マ メツ チ テ 5YR7/41こ ハヾい橙

7 5YR3/4浅 責橙
やや粗
2mm以下の石英・長石・角内石・雲母含む

良弱

弥生土器

甕
NR91 001 (27)

マメツ マメツ 7 5YR5/1褐 灰
5YR4/1褐 灰

やや粗
l mm以 下の石英・長石含 む

良

92
弥生土器
鉄

17 (129)
ヨコヘラミガキ

円孔

マメツ 10YR6/2灰 黄掲
7 5YR6/3に ぶい掲

やや冒
lmm以 下の石英・長石含 む

良

93
ム生土器
沐

NR91 001 17 (73)
ナ デ マ メツ 7 5YR7/4に ぶい橙

7 5YR5/2灰 褐

やや粗
3mm以 下の石英。長石含 む

良

赤生土器
沐

NR91001 (39)
ナデ
円子L2個 1対

悟頭圧 5YR6/3に ぶい橙
10YR6/1褐 灰

やや粗
3mm以下の石英。長石含 む

良

弥生土器

鉢
NR91 001

ヨコヘラミガキ
コ71

マ メツ 10YR7/3に ぶい黄橙
5YR7/4に ぶい橙

やや密
l mm以 下の石英。長石含む

良

体生土誘

宣口壺
NR91 001 (40)

タテハケのちヨコハケ ヨコヘラミガキ 10YR6/3に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良妬

弥生土器

直国壺
NR91 001 (45)

タテハケ
えJ目

ナ デ 10YR7/3に ぶい黄橙

7 5YR6/4に ぶい橙

やや密
3mm以下の石英 長石含 む

良

弥生土器

直口壺
17 NR91 001 (43)

マメツ マメツ ,YR5/3にぶい赤褐
iV晰 /ク匠据

やや粗
3mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

直口壷
17 NR91001 (53)

ナ デ ナ デ 10YR6/2灰 黄褐
10YR6/3に ぶい黄橙

やや粗
5mm以下の石英・長石含 む

良

100
弥生土器

広口壺
17 NR91 001 11(

マメツ マメツ ,YR7/6橙

,VR7/6橙

やや粗
l mm以 下の石英。長石含 む

良

弥生土器

広口壺
17 NR91 001 14イ (39)

ナ デ マメツ 7 5YR8/2灰 自
7 5YR8/1灰 白

粗
3mm以下の石英・長石含む

良好

102
弥生土器

広口壺
17 NR91 001 (42)

タテハケ 指頭ナデ 7 5YR7/4に ぶい橙
7 5YR6/4に ぶい橙

やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

広口壺
NR91 001 (13)

ナデ

斜格子文

ナ デ 5YR4/1褐 灰

10YR5/1帽 灰

やや粗
lmm以下の石英・長石含 む

良

104
弥生土器

広口重
17 NR91001 (35)

マメツ マメツ 10YR7/2に ぶい黄橙
10YR6/1褐 灰

やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器
広口壺

17 NR91 001 (138)
ナデ

直線文

マメツ lUY5/6ラ兵
10R5/6赤

粗
4mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

壷
17 NR91 001 (68)

ナデ
直線文・扇形文

ナデ 10YR6/3に ぶい黄橙
7 5YR6/31こ おミぃ褐

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
17 NR91 001 (50)

ナデ
師描文

指頭圧 10YR6/1掲 灰
10YR7/1灰 白

やや粗
l mm以 下の石英・長石含 む

良

体生土器
氷

17 NR91 001 (35)
タテのちヨコヘラミガキ ヨコヘラミガキ 10YR6/3に ぶい黄橙

10YR5/2灰 黄褐

やや粗
2mm以下の石英 長石合 む

良

ふ生土器
張

17 NR91001 14 (65)
ヨコヘラミガキ
円孔2個 1対2方

タテヘラミガキ 10YR6/2灰 責褐
10YR7/2に ぶい責橙

やや粗
lmm以 下の石英・長石含 む

良

体生土器
沐

17 (34)
ナデ
亥」目・直線文・波状文

ヨコヘラミガキ 7 5YR5/1掲 灰
7 5YR5/1掲 灰

やや密
l mm以 下の石英。長石含 む

良売

体生土器
漱

17 NR91 001 8 (140)
マメツ

波状文・直線文

ヨコのちタテヘラミガキ 7 5YR4/1褐 灰
2 5YR5/6明 赤褐

やや粗
l mm以 下の石英。長石含 む

良

豚笙主希

巨言Б
17 NR91 001 (104)

タテヘラミガキ
スス付着・焼成後穿孔

タテヘラミガキ 5YR6/6橙

7 5YR6/2灰 褐

やや粗
3mm以 下の石英。長石含む

良

ぷ生土器
荏喜R

17 (94)
タテヘラミガキ タテヘラミガキ ⅣR7/6橙

ど5YR8/3淡 黄

需
l mm以 下の石英・長石含む

良弱

胚fE主恭

質言[
17 NR91001 (118)

タテヘラミガキ 反ナデ 坪R4/2灰 褐
IYR5/ク匠瑠日

やや粗
5mm以 下の石英・長石含 む

艮

泳生土器
貞言Б

17 NR91001 (42)
タテヘラミガキ 旨頭圧のち板ナデ 10R6/6赤 橙

10YR7/2に ぶい黄橙

やや粗
2mm以 下の石英・長石含 む

良

祢生土器
巨部

NR91 001 (89)
タテヘラミガキ 板ナデ !5YR5/8明 赤褐

!5YR6/8橙
IE

5mm以 下の石英・長石含む
良

祢生土器
頁部

NR91 001 77 (47)
タテヘラミガキ マメツ 25Y4/1責灰

10YR5/1褐 灰

やや粗
2mm以 下の石英。長石含む

良

卵 EE土誘

底部
NR91 001 (44)

タテヘラミガキ ナデ
スス付着

ⅣHも /6明赤掏

ⅣR3/2暗 赤掲

粗
3mm以 下の石英。長石含む

良狂

ム生土器

=吉
R

NR91 001 (37)
タテヘラミガキ ナデ ケ冒頭圧 7 5YR6/3に ぶい褐

7 5YR7/3に ぶい橙
粗

3mm以下の石英 。長石含 む
良

120
弥生土器

底部
17 NR91001 (65)

マメツ ナ デ 10R5/6赤

10YR7/2に ぶい黄橙

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

底部

ナ デ 脂頭圧 2 5YR5/6明 赤掲

10YR3/1黒 褐

やや粗
lmm以 下の石英・長石含む

良

122
弥生土器

底部
17 NR91 001 (50)

マメツ 指頭圧 10YR6/6赤 橙
10YR8/2灰 自

粗
4mm以下の石英。長石含 む

良

123
弥生土器

底部
NR91 001

マメツ マメツ 10YR7/2に ぶい責檀
10YR6/1褐 灰

粗
3mm以下の石英。長石含 む

芝妬

124
弥生土器

底部
17 NR91 001 61 (40)

マメツ マメツ 2 5YR6/8橙

2 5YR6/6橙
やや粗
2mm以下の石英。長石含む

良

125
弥生土器

底部
NR91001 (45)

マメツ ナ デ 5YR6/4に ぶい橙
5Y8/2灰 白

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良

126
弥生土器

底部
17 NR91001 (44)

ナデ
スス付着

ナ デ 10YR7/2に ぶぃ黄橙
10YR6/2灰 黄褐

粗
5mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

底部
NR91001 (60)

マメツ マメツ 10R5/8赤

10R6/8赤 橙
やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

底部
NR91001 (139)

マメツ マメツ 10R5/6赤

10YR6/2灰 黄褐

粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 (42)

ナ デ ナ デ 10R5/6赤

10R5/6赤

やや粗

lmm以下 の石英・長石含 む
良

弥生土器

甕
NR91 001 (27) 文

デ

線

ナ

直
ヨコヘラミガキ 10YR7/2に ぶい責橙

10YR7/2に ぶい責橙

やや密
lmm以 下の石英・長石合 む

良好

弥生土器

甕
NR91 001 (76)

粗いタテハケ

刺突文

マメツ 5YR6/6構

2 5YR8/1灰 白

やや密
lmm以下の石英・長石含 む

良
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器   種 遺構名
法量 (cm)

外 面 内 面
色  調

胎  土
コ径 器 高 711回,ド =困向,

弥生土器
査

NR91 001 (92)
タテハケ
対斐支

ヨコヘラミガキ 10YR5/1褐 灰
5YR6/41こ ぶい橙

やや粗
5mm以下の石英。長石含 む

良

弥生土器
甕

NR91001 (44)
タテハケ マメツ 5YR5/4に ぶい赤掲

7 5YR6/3に ぶい掲

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
姦 NR91001 (58)

タテハケ
スス付着

ナ テ 10YR6/2灰 黄掲
10YR3/2灰 白

やや粗
l mm以 下の石英・長石含 む

良

弥生土器

甕
NR91 001 | (68)

タテヘラミガキ ヨヨヘラミガキ 10YR5/1褐 灰
7 5YR5/3に バぃ褐

やや密
l mm以 下の石英・長石合 む

良好

弥生土器
華

NR91 001 (46)
マメツ マメツ 7 5YR6/4に ぶい橙

2 5YR6/4に ぶい橙

やや粗
l mm以 下の石英・長石合 む

良

弥生土器

甕
NR91 001

ナ デ ナ デ 5YR8/3淡 橙
7 5YR3/3浅 黄橙

やや粗
2mm以 下の石英・長石・雲母含む

良

弥生土器
碁

NR91 001 (38)
マ メツ マメツ 5YR6/3に ぶい橙

10R6/3に ぶい赤橙

粗
3mm以下の石英。長石・雲母含む

実痴

弥生土器

甕
NR91 001 (102)

指頭圧 ヨコヘラミガキ・タテヘラミガキ 25Y7/2灰責
10YR7/2に ぶい責橙

密
lmm以 下の石英・長石含む

ミ好

弥生土器
広口壺

NR91 001 (39)
マ メツ マメツ 7 5YR4/2灰 褐

7 5YR6/2灰 褐

糧
6mm以下の石英・長石含む

不良

弥生土器

広 口壼
NR91 001

ナ デ ヨコヘラミガキ 7 5YR6/4に ぶい橙
10YR6/3に ぶい責橙

やや糧
l mm以 下の石英 長石含む

良好

弥生土器

広口壷
NR91 001 (145)

タテヘラミガキ ¬ヨヘラミガキ・ヨコハケのち指頭[ 7 5YR5/2灰 掲
7 5YR5/3に ぶい掲

やや粗
2mm以下の石英 長石合む

良

弥生土器

広 口壺
NR91 001

マメツ

刻 目・押圧突帯

ナ デ 10YR7/2に バい黄橙
7 5YR5/2灰 掲

粗
5mm以下の石英・星石含む

良

弥生土器

無頸壺
NR91 001 (106)

タテハケ
直線文・波状文

指頭圧 2 5YR5/6明 赤褐
5YR5/1褐 灰

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器
NR91 001 (102)

マメツ

直線文・波状文

ナデサ旨頭圧 10YR3/2灰 白
10YR8/1灰 白

粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器

底部
NR91 001 (60)

タテヘラミガキ 板ナデ 10YR5/3に ぶい責褐
10YR6/2灰 黄掲

粗
5mm以下の石英。長石合む

良

弥生土器

底部
NR91 001 (43)

タテヘラミガキ マメツ 2 5YR5/6明 赤褐
7 5YR6/31こ ぶい褐

やや粗
2mm以下の石英。長石含む

良

弥生土器

底部
NR91 001 (40)

タテヘラミガキ
スス付着

ナデ
スス付着

2 5YR5/6明 赤褐

7 5YRP/1黒
粗
3mm以 下の石英。長石・角閃石・雲母合む

霊獅

弥生土器

底部
NR91 001 (38)

タテヘラミガキ
スス付着・娩成後穿孔

マメツ

スス付着

5YR6/4に ぶい橙
5YR5/4に ぶい赤褐

やや粗
2mm以下の石英・長石含 む

良

150
弥生土器

底部
NR91001 (66)

板ナデのちタテヘラミガキ マメツ 10YR7/2に ぶい黄橙
25Y3/3淡黄

粗
5mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

底部
NR91001 (52)

ヨコヘラミガキ マメツ 25Y8/2灰 自
25Y8/2灰 自

やや密
2mm以下の石英・長石含 む

乾死

152
弥生土器

底部
NR91001 (63)

タテハケ 指頭圧のち板ナデ 25Y2/1黒
5YR5/4に ぶい赤褐

やや粗
2mm以下の石英。長石・角閃石含む

良

弥生土器
底部

NR91 001 (59)
マメツ マメツ

スス付着

7 5YR7/3に ぶい橙
10YR6/1掲 灰

密
lmm以 下の石英。長石含 む

良

弥生土器
底部

NR91 001 (73)
マメツ 板ナデ 25Y6/2灰黄

10YR7/2に ぶい黄橙

やや粗
lmm以 下の石英・長石含 む

良

弥生土器
広国壺

SK91 001 (23)
マメツ

斜格子文

ヨコヘラミガキ 10YR7/3に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや粗
3mm以下の石英 長石含む

ミ術

156
弥生土器
底部

SK91 011 (57)
ナ デ ナデ 10YR7/4に ぶい黄橙

10YR4/1褐 灰
やや粗
2mm以下の石英 長石含む

良

肥前系磁器
碗

X区包含層 (42)
圏線7条 圏線1条

Ｙ８

Ｙ８

自

白

灰

灰
精良

ミ苅

158
肥前系磁器
碗

X区包含層 10 (38)
青磁釉
染付

75Y8/1灰 白
75Y3/1灰 白

精 曼
宝術

159
土師質土器
装 X区包含層 (27)

ナ デ ヨコハケ 10YR6/4に バい黄橙
7 5YR5/3に ぶい褐

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

160
器首

心
須
椀 X区包含層 (20)

ナデ

糸切 り

ナ デ 75Y3/1灰 白
75Y3/1灰 白

密
l mm以 下の石英・長石合む

霊好

須恵器
席歎 X区包合層 (40)

ナ デ ナ デ 25Y5/2暗灰黄
25Y6/1黄灰

密
l mm以 下の石英。長石含む

ミ好

162
器

器

土

土

生

塩

弥
製 SK1 01 037 46 (65)

タテヘラケズ リ・指頭圧 ナ デ 10YR6/3に ぶい黄橙
10YR6/3に ぶぃ黄橙

やや粗
l mm以 下の石英。長石・角閃石含 む

良

163
器

器

土

土

生

塩

赤

製 SK1 01 037 (38)
タテヘラケズリ しばり。ナデ 75Y3/1オ リー ブ黒

75Y3/1オ リー ブ黒

やや粗
I mm以 下の石英・長石含 む

良

164
器

器

土

土

生

塩

弥
製 SK1 01 037

タテヘラケズリ。指頭ナデ ナ デ 7 5YR6/4に ぶい橙

5YR6/31こ らヽ い電旨

やや粗
3mm以下の石英・長石・角閃石含む

良

165
赤生土器
製塩土器

SK1 01 037 (36)
タテヘラケズ リ・指頭圧 ナ デ Z5YR5/6明 赤褐

Z5YR5/6明 赤褐

やや密
lmm以 下の石英・長石含 む

良

166
器

器

土
土

生

塩

弥
製 SK1 01 037 (31)

タテヘラケズリ・指頭圧 板ナデ 2 5YR5/6明 赤褐
2 5YR5/2灰 赤

粗
3mm以下の石英・長石・雲母合む

167
赤生土器
梨塩土器

SK1 01 037 (32)
タテヘラケズリ マメツ 7 5YR6/3に ぶい褐

7 5YR6/3に ぶい帽

やや密
lmm以 下の石英・長石含 む

良

168
器

器

土

土

生

塩

弥
製 SK1 01 037

タテヘラケズリ・指頭圧 ナ デ 5YR6/4にぶい橙

OR6/6赤 橙

やや粗
3mm以下の石英・長石含 む

良

169
称生土器
製塩土器

SK1 01 037 (30)
タテヘラケズ リ・1旨頭圧 ナ デ 7 5YR5/4に ぶい褐

2 5YR4/8赤 褐

やや粗
3mm以下の石英・長石合 む

良 憂

器

器

土
土

生
塩

弥
製 SK1 01 037 (27)

タテヘラケズ リ・指頭圧 マメツ ;YR6/4にぶい橙
と 5YR6/6増監

粗
3mm以下の石英・長石合 む

良交

弥生土器
製塩土器

SK1 01 037 (26)
タテヘラケズ リ'指頭圧 2 5YR6/4に ぶい橙

10YR7/2に ぶい黄橙

やや密
lmm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (25)

タテヘラケズリ・指頭圧 マメツ 10R5/4赤 褐
2 5YR5/2灰 赤

やや粗
2mm以下の石英。長石含む

良交

弥生土器
製塩土器

SK101 037 (23)
タテヘラケズ リの ち指頭圧 指頭圧 5YR6/4に ぶい橙

7 5YR6/4に ぶい橙

密
l mm以 下の石英・長石合む

良憂

弥生土器

製塩土器
SK101 037 (26)

タテヘラケズリのちナデ ナ デ 2 5YR5/6明 赤掲
10YR6/2灰 黄掲

やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良

弥生土器
製塩土器

SK101037 (22)
タテヘラケズ リの ち指頭圧 指頭ナテ ともYH5/6明 赤衝

を5YR5/6明 赤褐

やや粗
2mm以 下の石英・長石・角閃石・雲母含む

良
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器   種 遺構名
法量 (cm)

外 面 内 面
色  調

(上 =外面,下 =内面 )

胎   土 暁成
氏径 器 高

器

器

土
土

生
塩

弥
製

SK101 037 (26)
タテヘラケズリのち指頭圧 ナ デ 9 5YR6/4に ぶい橙

10R5/4赤 褐
やや密
l mm以 下の石英。長石含 む

良

弥生土器
製塩土器

SK1 01 037 (19)
タテヘラケズリ マメツ 2 5YR5/6明 赤褐

2 5YR5/6明 赤褐

やや粗
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (22)

タテヘラケズ リ・指頭圧 ナデ・指頭圧 7 5YR6/4に ぶい橙

7 5YR5/4に ぶい掲

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (26)

タテヘラケズリ・指頭圧 マメツ 2 5YR6/4に ぶい橙
2 5YR6/6橙

やや粗
4mm以下の石英・角閃石・長石合 む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (23)

タテヘラケズリ マメツ 7 5YR7/4に ぶい橙
10YR7/3に ぶい黄橙

やや密
lmm以下の石英・長石含む

良

ふ生土器

製塩土器
(20)

タテヘラケズリのち指頭圧 マメツ 7 5YR5/3に ぶい褐
7 5YR5/3に ぶい褐

やや粗
lmm以 下の石英。長石含 む

良

ふ生土器
整塩土器

SK101 037 (39)
指頭ナデ ヨコヘラケズリ 10YR5/6黄 褐

10YR5/3に ぶい黄褐

やや粗

2mm以下の石英・長石含 む
良

ふ生土器
梨塩土器

SK1 01 037 (32)
指頭ナデ ナ デ 10R5/4赤褐

10R5/3赤褐

留
l mm以 下の石英・長石含 む

良

184
体生土器
製塩土器

SK1 01 037 (25)
者頭圧 指頭圧 2 5YR6/4に ぶい構

10R5/4赤 褐

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

ミ婦

185
小生土器
梨塩土器

SK1 01 037 (25)
旨頭圧 ナ テ 2 5YR5/6明 赤褐

2 5YR5/4に ぶい赤掲

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

ミ好

186
弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (23)

指頭圧ナデ ナ デ 2 5YR5/6明 赤褐
10YR3/1黒 褐

やや密
l mm以 下の石英・長石合む

良

体生土蓋

梨塩土器
SK1 01037 (23)

悟頭圧 ナ デ 2 5YR6/6橙

7 5YR7/3に ぶい黄橙

やや密
lmm以下の石英。長石含 む

良

体生土器

赳塩土器
SK101037 (19)

指頭圧 マ メツ 2 5YR5/6明 赤褐
2 5YR5/6明 赤褐

偶
2mm以 下の石英・長石含 む

良珂

体生土器

製塩土器
SK1 01 037 (22)

指頭ナデ マメツ 7 5YR6/3に ぶい褐
5YR6/4に ぶい橙

やや留
l mm以 下の石英・長石含む 良好

泳生土器
製塩土器

SK1 01 037 (29)
ナデ・指頭圧 ナ デ )YH6/6平 豆

ⅣR5/8明 赤掲

やや粗
2mm以 下の石英。長石含 む

良

弥生土誘

製塩土器
SK1 01 037 (14)

脂頭圧 ナ テ 2 5YR6/4に ぶい橙
10YR4/1掲 灰

やや密
l mm以 下の石英。長石・角閃石含 む

良

体生土器

製塩土器
SK1 01 037 (21)

指頭ナデ ナ デ !5YR5/4に ぶい赤掲

'5YR5/4に ぶい褐

やや粗
l mm以 下の石英。長石角閃石含む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01037 (23)

指頭圧 悟頭圧 2 5YR5/6明 赤褐
7 5YR5/4に ぶい福

密

l mm以 下 の長石 雲母含 む
良凋

器

器

土

土

生

塩

弥

製
SK101037 (23)

指頭圧 ナ デ 7 5YR6/4に ぶい橙
7 5YR6/4に ぶい橙

やや密
lmm以 下の石英 長石含 む

良

195
弥生土器

製塩土器
SK101 037 (26)

指頭圧 ナテ ナ テ を5YR5/6明 赤褐

ど5YR5/8明 赤褐

lE

2mm以下の石英 長石 雲母含む
良凋

196
弥生土器
製塩土器

SK1 01 037 42 (25)
指頭圧 指頭圧 7 5YR6/4に ぶい橙

7 5YR6/6橙

やや粗
2mm以 下の石英・長石含む

良弱

197
器

器

土
土

生
塩

弥
製

SK1 01 037 (21)
悟頭圧 指頭圧 と5YR5/6明 赤褐

ど5YR5/6明 赤褐

やや密
l mm以 下の石英・長石含 む

良

198
弥生土器
製塩土器

SK1 01 037 (16)
指頭圧 と5YR5/4に ぶい赤褐

と5YR5/4に ぶい赤褐

やや粗
2mm以 下の石英・長石含む

良

199
器
器

土
土

生
塩

弥
製

SK1 01 037 (2 1)
脂頭圧 マメツ 10R5/6赤

inR5ノ A未
粗
4mm以 下の石英・長石含 む

良

弥生土器
製塩土器

SK101037 (22)
指頭圧 ナ デ 7 5YR7/4に ぶい橙

10YR8/3浅 黄橙

省

l mm以 下 の石英・長石含 む
良

弥生土喬

製塩土器
SK101 037 (20)

仮ナデ ナ デ 2 5YR5/4に ぶい赤褐
2 5YR5/4に ぶい赤褐

やや密
2mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (17)

指頭圧 ナデ 5YR6/4にぶい橙
5YR5/4にぶい赤褐

やや密
lmm以 下の石英。長石含 む

良

弥 生 土 喬

製塩土器
SK1 01 037 (33)

指頭圧 マメツ 2 5YR5/8明 赤掲
2 5YR5/8明 赤褐

粗
2mm以下の石英・長石・雲母含 む

ミ好

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (25)

指頭圧 ナデ 2 5YR6/6橙

5YR7/3にぶい橙

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

亀好

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (15)

↓旨頭圧 マメツ 7 5YR6/41こ ぶい橙
7 5YR6/4に ぶい橙

やや密
l mm以 下の長石含む

良

弥生土器

製塩土器
SK1 01037 (28)

タテヘラケズリ ナデ 10YR6/4に ぶい責橙
7 5YR6/4に ぶい橙

やや粗
2mm以下の石英。長石含む

亀死

弥生土器

製塩土器
SK101037 (25)

指頭圧・ナデ ナデ 7 5YR6/4に ぶい橙
7 5YR5/4に ぶい褐

やや粗

2mm以下 の石英・長石・雲母含 む
ミ珂

208
弥生土器

製塩土器
SK101 037 (22)

指頭圧 指頭圧 bYH6/6れ0
5YR5/6明 赤帽

やや糧
2mm以下の石英 長石含 む

ミ弱

209
弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (26)

指頭圧 ナ デ 5YR5/6明 赤掲
5YR6/6橙

粗

5mm以下 の石英・長石含 む
良好

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (19)

ナ デ ナ デ 5YR5/6明 赤褐

2 5YR5/6明 赤褐

やや粗
2mm以下の石英・長石 雲母含む

受弱

弥生土器

製塩土器
SK1 01 037 (25)

ナ テ ナ デ 2 5YR5/4に ぶい赤掲
2 5YR5/4に ぶい赤褐

やや密
l mm以 下の石英・長石含 む

良

弥生土恭

製塩土器
SK1 01037 (11)

マ メツ マメツ 2 5YR4/8赤 褐
2 5YR5/8明 赤掲

やや粗
5mm以下の石英・長石含む

良

ム生土器

梨塩土器
SK101037 (19)

マメツ マメツ 5YR7/2明 褐灰
2 5YR5/4に ぶい赤掲

やや粗
2mm以下の石英。長石含む

ミ珂

弥生土希

製塩土器
36 SK101 037 (13)

マ メツ マメツ 2 5YR5/6明 赤褐
5YR6/6橙

やや粗
2mm以下の石英・長石・角閃石含 む

ミ好

称生土器

側言Б
36 SK1 01 037 I (12)

ナ デ ナ デ 7 5YR5/4に ぶい掲
7 5YR5/4に ぶい掲

やや粗
lmm以下の石英 長石・角閃石含 む

良

泳生土器

即部
36 SK1 01 037 (13)

ナ デ ナ テ 5YR6/6橙

5YR6/6橙

やや糧
lmm以下の石英 長石含 む

長

)17 弥生土器

底部
36 SK1 01 037 70 (24)

マメツ タテヘラケズリ 5YR6/6橙
7 5YR7/4に ぶい橙

やや密
lmm以 下の石英・長石合 む

盛弱

弥生土器
広□書

SK101037 (135)
タテハケ 指頭ナデのちヨコハケ

ヨコヘラケズ リ

7 5YR6/4に ぶい橙
7 5YR6/4に らミぃ橋

やや留
lmm以 下の石英・長石合 む

良好

土師器

皿
SK101037 12

回転ナデ・糸切 り 回転ナデ 7 6YR7/4に ぶい橙
7 5YR7/4に ぶい橙

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良 珂
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器  種 遺構名
法量 (cm)

外 面 内 面
色  調

(上 =外面,下 =内面 )

月合  土
口径 葺令 器高

!20
」とH巾

=岳
Ell

36 SK101 037 12
ナデ・糸切 り ナ デ 5YR7/6橙

5YR7/6橙
やや密
l mm以 下の石英・長石含む

ミ獅

土師器

皿
SK101 037 13

ナ デ ナ デ うγH6/6れ 言
5YR7/6橙

密
l mm以 下の石英・長石含む

良

を22
土師器

皿
36 SK1 01 037 70

回転ナデ・糸切 り
スス付着

回転ナデ
スス付着

7 5YR3/4浅 黄橙
7 5YR7/4に ぶい橙

密
lmm以 下の石英・長石含む

良

を23
土師器

皿
36 SK1 01 037 70 (05)

マメツ マメツ 5YR7/6橙

5YR7/6橙
腎
l mm以 下の石英・長石含む

良

!24
土師器
Ell

36 SK101 037
ナデ・糸切 り ナ デ 7 5YR7/4に ぶい橙

7 5YR7/4に ぶい橙

やや密
l mm以 下の石英・長石含む

良

!25
器恵

瓶

買

平
37 �区包含層 (90)

ナ デ ナ デ 5Y6/2灰 オリーブ
5Y6/2灰 オリーブ

密
l mm以 下の石英・長石含む

良好

!26
匠質土器
悟烙

40 SKll1 025 (41)
ナ テ ナ テ 5Y5/1万て

N3/0暗 灰
密
l mm以 下の石英。長石・雲母・角閃石含む

ミ珂

屁質土器
隣憾

40 SKll1 025 (27)
ナ デ ナ デ 5Y6/1Zて

5Y7/1灰 白
密
l mm以 下の石英・長石・雲母・角閃石合む

ミ幻

!28
昆質土器
F_tla

40 SKll1 025 (12)
ナ デ ナ テ N2/0黒

N3/0暗 灰
密
l mm以 下の石英・長石・雲母・角閃石含む

ミ珂

!29
体生土希

巨言[
40 SKll1 043 (50)

マメツ マメツ 5YR6/8橙

7 5YR6/6湘 登
召
2mm以下の石英・長石含む

良

を30
土師質土器
姦 SKll1 043 (42)

旧頭圧 了百銀L
接合痕

5YR6/6橙

5YR6/6橙
密
5mm以下の石英・長石含む

良
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表4 石器観察表

器  種 遺構名
法量 (cm)

石 材 特 徴
長 幅 厚 三量 (g)

石 鏃 Ⅸ区包含層 1 サヌカイト 』基式。完形品。両面より細かく調整。

2 石鏃 Ⅸ区包含層 サヌカイト 基部 を父 く。両面 よ り細 か く調整。

3 剥 片 Ⅸ区包含層 18 7( サヌカイト 喪り状の加工途中。

4 当1器 11 Ⅸ区包含層 サヌカイト 全体に糧い調整。

5 削 器 11 Ⅸ区包含 サヌカイト 片面 より調整。

6 石庖丁 X区包含層 7( 14 サヌカイト 刃部は片面より調整。

7 削 器 22〔 サヌカイト 全体に粗い調整。

8 削器 サヌカイト 全体 に粗い調整。

9 削器 1 サヌカイト 両面 よ り細 か く調整。

削器 7 サヌカイト 刃部は片面より調整。

判器 lC サヌカイト 全体に粗い調整。

Hl器 サヌカイト 刃部は調整 しない。

判器 NR9 サヌカイト 刃部 はほとん ど調整 しない。

当石 NR91001 7乏 7981 砂岩 上面 に2筋の凹みあ り。

鏃 NR91 001 サヌカイト 凹基式。両面より細かく調整。

石餅 NR91 001 サヌカイ ト 完形品。凹基式。両面より細かく調整。

17 石槍 NR91 001 サヌカイト 両面 よ り細 か く調整。

石庖丁 NR91 001 サヌカイ ト 狭 りをもつ。両面 よ り細 か く調整。

石庖丁 NR91 001 11 215 サヌカイト 全体 に粗 い調整。

石錘 NR91001 1 480 安山岩 挟 りあり。被熱痕あり

石 鏃 NR91001 22 サヌカイ ト 平基式。完形品。両面より細かく調整。

石庖丁 NR91001 44 96 サヌカイト 側縁部のみ残る。刃部は両面より調整。

石庖丁 NR91 001 132 サヌカイト 側縁部のみ残 る。両面 より細 か く調整。

石庖丁 NR91 001 277 サヌカイト 両面 よ り調整ぅ

石庖丁 NR91 001 サヌカイト 両面 よ り細 か く調整。

石 鎌 NR91001 サヌカイト 両面より調整。自然面 を残す。

石錐 NR91001 1 サヌカイト 錐部 を欠 く。全体に粗い調整。

削器 サヌカイト 全体 に粗 い調整。

削器 NR9 0 サヌカイ ト 背部 に自然面 を残 す。刃部 は両面 より調整。

判器 サヌカイト わずかに刃部をつくる。

削 器 00 サヌカイト わずかに刃部をつくる。白色風化。

削器 NR9 サヌカイト 刃部は両面より細かく調整。 自然面 を残す。

剥片 NR9 サヌカイト 自然面 を残す。

剥片 NR9 11 サヌカイト わすかに調整痕あり

剥 片 21 サヌカイト 調整痕 あ り

剥片 NR9100 サヌカイト 敦打痕あり

扁平片刃石斧 NR9100 1 1 05 尿泥片岩 小型品。使用による磨減あり。

叩 石 NR91001 10230 砂 岩 側縁部に敲打痕あり。

線刻石 NR91 001 1206 安山岩 宣線状の線亥Jあ り

石 鏃 NR91 001 14 サヌカイト 4基式。完形品。両面 より細 か く調整ぅ

肖J器 NR91 001 サヌカイト 全体に粗い調整。自色風化。

削 器 NR91 001 07 サヌカイト 片面より調整。

剥片 NR91 001 12C サヌカイト 調整痕 あ り。

石核 NR91 001 チャート 設J離面多数 あ り

太型蛤 刃石斧 NR91001 12 6545 緑泥片岩 η部を欠く

線刻石 NR91001 3251 安山岩 直線 と曲線状の線亥」あり。

表5 金属製品観察表

表6 骨観察表

」
〓
．

器  種 遺構名
法量 (cm)

長 幅 厚

二凶 NR91001 1
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写真 l Ⅷ区全景

写真2 区区全景
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写真4 �区全景
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写真3 X区 全景



写真5 完掘状況全景 (北から)

写真7 区区完掘状況 (南東から)

写真9 区区NR91001完 掘状況 (南から)

写真6 Ⅷ区SK81003完掘状況 (西から)

写真8 X区 西半完掘状況 (北から)

写真10 区区NR91001土器出上状況

写真1l XttSH101001完 掘状況 (北東から) 写真12 XttSH101002完 掘状況 9ヒ から)



写真13 XttSK101022完 掘状況 (南から) 写真14 XttSK101037土器出土状況 (南から)

写真15 XttSK101037土層断面 (南から) 写真16 XttSD101007完 掘状況 (南西から)

写真17 XttSD101008完 掘状況 (北西から) 写真18 �区西半完掘状況 (西から)

堪 手
=4と |― r● 1

写真19 �区西半完掘状況 (北 から) 写真20 �区東半完掘状況 (東 から)



写真21 区区出土遺物①
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写真22 X区出土遺物②
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写真23 区区出土遺物③
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写真24 Ⅸ区出土遺物④
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写真25 区区出土遺物⑤
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写真26 区区出土遺物⑥
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高松市東部

運 動 公 園

整 備 事 業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奥 の坊 遺跡 集落

弥 生
土坑

自然1可サ||

弥生土器 ,

石器

古 代 溝
土師器 ,

須恵器

近 世
土坑

溝

土師質土器 ,

陶磁器

要 約

奥の坊遺跡は高松平野の東を画する丘陵部に所在する。南向きの緩斜面に営まれた弥生
時代中期前半の集落跡で,古代や近世の遺構も見られる。本書は,遺跡東部の自然河川
を主体とする谷部分のⅨ oX・ �区と集落域の北端に当たるⅧ区の報告書である。弥生
時代では自然河川から多量の弥生土器や石器が出土しており,特に線刻の見られる石材
が出土した。古代では,山 田郡北部のみに見られる異方位条里地割の東端を検出した。
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